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著作権と表現の自由の調整原理（－）
論
説
著
作
権
と
表
現
の
自
由
の
調
整
原
理
（
二
は
じ
め
に
第
一
章
第
一
節
第
二
節
第
三
節
第
四
節
第
二
章
お
わ
り
に
「思想／表現二分法」
二・二日日閂の功績と課題
表
現
の
形
式
保
護
さ
れ
る
も
の
／
保
護
さ
れ
な
い
も
の
小
括
（
以
上
、
本
号
）
「フェア・ユースの法理」
芸術は他の芸術への影響のなかで「生きている」のであり、芸術家の思想の有形の残余として存在するので
（ｌ｝
は
な
い
。
大
曰
方
信
春
熊本法学116号Ⅲ09）１
論 説
｛ワニ
一不法行為の判定をうける表現行為のことを（○三・口のの己の①Ｏロという。プライヴァシーを侵害する表現、名誉
を
段
損
す
る
表
現
、
肖
像
権
を
侵
害
す
る
表
現
な
ど
は
、
こ
の
類
型
に
属
す
る
表
現
行
為
で
あ
る
。
憲
法
学
は
、
こ
れ
ら
の
表
現
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
対
立
法
益
と
の
調
整
法
を
、
こ
れ
ま
で
に
随
分
と
分
析
し
て
き
て
い
る
。
換
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
表
現
行
為
を
規
制
す
る
法
理
論
や
判
例
法
理
は
、
憲
法
上
の
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
あ
る
表
現
行
為
を
不
法
行
為
で
あ
る
と
判
定
す
る
法
理
論
の
ど
こ
に
憲
法
上
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
庁○三・口のの己の①Ｓの憲法上の問題をつぎに引用する因・国禺の【と共有している。
「一一一一口論に向けられた（□言・｛＆）法令には、たとえば、ある人に他の人の一一一一口論を本質的に支配する権能を与える
法
令
な
ど
に
は
、
よ
り
大
き
な
憲
法
上
の
疑
義
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
法
令
は
、
あ
る
人
が
選
択
し
よ
う
と
し
て
い
る
本
質
的
に
は
言
論
に
、
他
の
人
の
所
有
権
ま
た
は
個
人
的
利
益
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
領
域
は
、
た
と
え
ば
、
名
誉
段
損
や
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
い
う
文
脈
で
、
名
誉
が
段
損
さ
れ
た
と
い
う
者
、
ま
た
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
を
求
め
る
者
が
、
他
（巾⑨）
者の一一一一口論選択に制限を課す権利を主張するように、不法行為法による修正一条の限界として構成できる」。
昭
和
四
五
年
制
定
（
法
律
第
四
八
号
）
の
著
作
権
法
は
、
著
作
者
に
そ
の
手
に
よ
る
「
創
作
的
表
現
」
か
ら
演
鐸
さ
れ
た
支
分
権
を
「専有」させ（二一条ないし二八条）、また、著作権者に著作物の利用許諾権を付与している（六一一一条一項）。「著作
（４）
権・もまた、ある人に他の人の一一一一口論に限界を画する法的権能を付与している」のである。著作権も（○三・口のの己の①・す
は
じ
め
に
(熊本法学116号'09）２
著作権と表現の自由の調整原理（一）
二
著
作
権
法
は
表
現
行
為
を
制
約
し
て
い
る
。
「
そ
れ
は
、
あ
な
た
が
記
述
す
る
こ
と
、
描
く
こ
と
、
み
ん
な
の
前
で
演
じ
る
こ
（５）
と、その他あなたがしたいと思う表現行為（○・日目巨已・ロ（】ロ、）を制約している」。ところが、なぜかそこからは
（６）
「一一一一口論制約のフレーバー」が感じられない。三．旧の日］ごと向・ぐ・｝○二はその理由を詳細に検討し、以下の一一一点を
（７）
指摘している。（それぞれについていの曰］ご陣『○一・宮は批判的見解を表明しているが、ここでは措く）。
①
著
作
権
法
は
財
産
権
を
保
護
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
表
現
の
自
由
の
法
理
の
枠
組
に
な
い
の
だ
。
第
一
、
表
現
（８）
の
自
由
だ
っ
て
、
表
現
行
為
の
た
め
に
他
人
の
不
動
産
に
無
断
で
立
ち
入
る
こ
と
を
許
し
て
は
い
な
い
。
②
著
作
権
法
は
多
く
の
場
合
に
民
事
訴
訟
に
よ
り
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
言
論
規
制
の
枠
組
で
語
ら
れ
る
こ
の
問
題
領
域
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
③
著
作
権
法
は
表
現
内
容
に
中
立
的
な
規
制
で
あ
る
。
③
著
作
権
に
関
す
る
問
題
は
、
そ
の
典
型
例
に
お
い
て
、
政
治
的
言
論
と
関
係
が
な
い
。
（、）
⑤著作権法は表現の自由の価値を高めている。「著作権それ自体が自由な表現の動力源（の□ぬ曰の）なのである」。
⑥
合
衆
国
憲
法
一
条
八
節
八
項
は
、
著
作
物
に
対
す
る
独
占
的
権
利
を
著
作
者
に
保
障
す
る
法
律
の
制
定
を
、
合
衆
国
議
会
に
要
（皿）
（皿）
請している。著作権法の制定は憲法上の指示（○・口の三三】・ロロ」＆【の＆ぐの）に連邦議会が従ったものである。
、
思
想
（
丘
８
）
の
伝
播
の
誘
因
を
提
供
す
る
と
い
う
著
作
権
法
の
目
的
は
、
憲
法
上
重
要
な
価
値
を
も
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（旧）
それを「やむにやまれぬ」（○・日での一三ｍ）との術語で表そうとする者さえいる。
（Ｍ）
⑧
裁
判
所
は
と
き
に
著
作
権
侵
害
は
「
回
復
不
可
能
な
損
害
」
を
発
生
さ
せ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
⑨
思
想
（
丘
①
四
）
は
他
の
方
法
で
も
表
現
で
き
る
。
著
作
権
法
は
、
思
想
や
事
実
（
〔
四
ｓ
の
）
で
は
な
く
、
あ
る
表
現
の
形
式
（９）
し」は少ない。
３（熊本法学116号'０９）
論 説
⑫
著
作
権
の
問
題
は
、
伝
統
的
に
言
論
の
自
由
の
問
題
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
Ｐの二二陣「・］・言が指摘した理由などにより、著作権法が憲法問題を提起しているとして真塾に検討する試
みは、長らく行われてこなかったように思われる。Ｓ己・口のの己の①Ｓの枠組に適合的なこの問題は、憲法理論の枠
組
で
も
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本稿は、著作権論と憲法理論の両法理を架橋する試みでもある。
｜
｜
｜
あ
る
判
決
に
対
す
る
補
足
意
見
で
口
の
目
目
裁
判
官
は
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
「著作権法は言論の自由を制約するものではない。なぜなら著作権は表現の形体（命・【曰・｛の〆宮の①の】・ロ）のみ
（焔）
を保護しており、表現された思想（】Ｑのロのの〆亘のｍの①Ｑ）を保護するものではないのだから」。
□
『
の
目
目
裁
判
官
の
言
明
を
う
け
て
合
衆
国
最
高
裁
は
「
著
作
権
法
は
保
護
さ
れ
る
表
現
と
保
護
さ
れ
な
い
思
想
や
事
実
を
区
別
（Ⅳ）
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
（旧）
「学問と論評のための自由はフェア・ユースにより与えられている」。
（四）
両引用部分の基になっている法理論は、ともに判例法理の集積のなかで生成されたものである。前者の法理論を
「思想／表現一一分法」（己の四‐の壱『の①の】ｏｐｅｇ・庁・曰ご）と、後者のそれを「フェア・ユースの法理」（三『このの
⑪映画や書籍での公表に対するご目三・口のは、新聞や実演に対するそれに比して、時機に過敏になる必要が
（曰・□①のａの色【の①の】。ご）それ自体の使用を制限しているのである。
⑩
著
作
権
法
は
公
衆
が
言
論
に
触
れ
る
機
会
を
奪
う
も
の
で
は
な
い
。
「
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
誰
が
発
表
す
る
か
と
な
い
○
〈旧）
いうこし」だけである」。
(熊本法学116号'09）４
著作権と表現の自由の調整原理（－）
本
稿
の
関
心
は
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
お
よ
び
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
」
と
い
う
著
作
権
法
に
内
在
す
る
表
現
の
自
由
と
の
調
整
原
理
が
、
著
作
権
と
表
現
の
自
由
と
い
う
両
法
益
を
調
整
す
る
正
当
な
法
理
論
と
し
て
成
立
し
う
る
か
否
か
に
あ
る
。
以
下
、
第
一
章
で
は
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
」
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
、
詳
述
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
彼の国の最高裁判決は、ある表現行為がＳ己・口ののｂの①ｓであるか、即ち、著作権を侵害するか否かについて、
表
現
の
自
由
と
の
関
係
で
、
以
下
の
判
定
方
法
を
提
示
し
た
も
の
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
⑩
他
者
の
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
と
そ
れ
に
内
在
す
る
思
想
を
使
用
す
る
こ
と
を
区
別
し
、
前
者
の
場
合
に
は
不
法
行
為
に
該
当
し
、
後
者
の
場
合
は
表
現
の
自
由
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。
②
公
正
な
使
用
形
態
と
そ
の
他
の
使
用
形
態
を
区
別
し
、
前
者
の
使
用
形
態
は
表
現
の
自
由
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。
〈汕）
と
こ
ろ
で
〈
ロ
衆
国
の
連
邦
著
作
権
法
は
、
両
法
理
の
規
定
を
も
つ
。
著
作
権
と
表
現
の
自
由
と
い
う
両
法
益
の
調
整
を
行
う
こ
の
一
一
つ
の
規
定
を
、
後
世
の
合
衆
国
最
高
裁
は
「
［
著
作
権
法
に
］
内
蔵
さ
れ
て
い
る
修
正
一
条
と
の
調
整
法
」
（
ワ
已
岸
‐
曰
司
冨
（
（皿）
シ曰の己曰の三四・・・日日・口昌・ロの）と呼んでいる。この一一つの理論が法定されていることをもって「著作権は修正
（理）
一条に基づく正当性の疑いを無条件に免除されている」というのは、確かに「一一一一口い過ぎ」（の己・丙の（・・ウ［・＆］『）
（羽）
であったであろう。ただ、それでもこれら一一つの理論が法定されているということは、著作権法から「一一一一口論制約の
フ
レ
ー
バ
ー
」
を
か
き
消
す
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
裁
判
所
の
視
線
が
こ
の
二
法
理
の
正
当
性
そ
の
も
の
に
は
向
か
っ
て
Ｑ○○（且口の）し」い誼７○
フ
レ
ー
バ
ー
」
を
か
き
消
す
に
Ｌ
い
な
い
こ
と
に
看
取
さ
れ
よ
う
。
５（熊本法学116号'０９）
論 説
一憲法学の通説的理解は、（○三・口のの己の①ｇにより侵害されるとされてきた保護法益（プライヴァシー権、名
誉
権
、
肖
像
権
な
ど
）
を
、
憲
法
一
三
条
か
ら
導
き
出
し
て
き
て
い
る
。
そ
こ
に
は
そ
れ
ら
の
私
権
の
淵
源
を
憲
法
上
の
規
定
に
求
め
る
こ
と
で
、
当
該
諸
権
益
を
憲
法
上
の
権
益
で
あ
る
と
す
る
思
考
法
が
あ
る
。
こ
の
通
説
的
見
解
に
よ
る
な
ら
ば
、
（
○
三
・
房
巴の①Ｓの問題は、表現の自由の主体である私人Ａと、たとえば名誉権の主体である私人Ｂとの間での、すなわち、
憲法上の権益に関する私人間での法的紛争へと還元される。（○三・口のの□の①ｇに関する当該分析枠組のもとでは、
（湖）
こ
の
法
的
紛
争
は
「
等
価
的
利
益
衡
量
」
で
、
そ
の
解
決
が
説
か
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ただこの分析枠組は適切ではない。
’一自由は法なくして存在しない。自由な一一一一口論も、それを規整する（『の、昌昌の）法なくしては存在しえない。市
民
社
会
に
お
け
る
言
論
市
場
も
、
そ
れ
が
法
に
よ
る
制
度
化
を
経
て
、
は
じ
め
て
自
由
な
言
論
市
場
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
制
度
化
さ
れ
た
法
益
が
表
現
の
自
由
で
あ
り
、
名
誉
権
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
で
あ
ろ
う
。
自
由
な
社
会
の
基
盤
を
提
供
す
る
こ
の
法
１ざ三・口のｍｂの①Ｓ論の分析枠組
第
一
章
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
第
一
節
二
・
二
ヨ
ョ
の
『
の
功
績
と
課
題
熊本法学116号'09）６
著作権と表現の自由の調整原理（
三本稿が関心を寄せている著作権法は、著作者と著作物利用者の両権益を調整しようとした国家行為である。
著作者の著作権と利用者の表現の自由という相対する権益を、国家が法律を通して調整しようというのである。こ
こに憲法上の問題がある。本稿は、著作権と表現の自由の問題を（・畳・ロの巴の①・す論の枠組で捉えようとするもの
を、維持し運営するのは国家の役割である。憲法学の役割は、この国家行為の適正性を判定することにある。
①（○三・口のの己の①Ｓを制限する法益が法的保護に値するか。一躯）
この本稿の視点からすれば（○三・口のの己の①○ヶを分析する枠組は以下のようになる。
②当該法益と表現の自由との調整にあたって、国家は、一般性・抽象性・普遍性の要請を満たした議会制定法
（法律）によっているか。「法律の留保」の要請を満たしているか。
③その法律は憲法上の正当な基礎をもっているか。「公共の福祉」の観点をもつか。
ここでＳ三・口のの□の①Ｓを分析する憲法学の視点からは、とくに②および③が重要である。なぜなら、ポイント
は、プライヴァシーや名誉を保護する憲法上の根拠条文を探究することではないからである。Ｓ三．このの己の①Ｓ論
（妬）
の分析は「表現の自由を規制する国家行為が、憲法上の正当な基礎をもっているか否か」に向かわなければならな
である。
（”）
いのであうＣ。
本稿のこの視点からすれば、著作権による表現規制の問題は、以下の観点から分析されなければならない。
⑩著作権は法的保護に値する権益か。著作権を保護する理由はなにか。
②著作権と表現の自由を調整するにあたり、国家は、一般的・抽象的議会法形式によっているか。また当該法
律
は
、
表
現
規
制
法
令
に
求
め
ら
れ
る
形
式
的
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
。
７（熊本法学116号'09）
論 説
著
作
権
と
表
現
の
自
由
の
関
係
を
分
析
す
る
本
稿
の
視
点
と
同
様
の
議
論
枠
組
で
こ
の
関
係
を
探
究
し
た
論
者
が
い
る
。
二
・
二日日の円（この｝ぐ］｝］団・Ｚ旨曰円）である。
｜
合
衆
国
最
高
裁
は
、
一
一
○
○
三
年
の
判
決
の
な
か
で
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
（羽〉
「連邦議会は著作権保護の伝統的概略を変更してはいない。［したがって］修正一条の審査は不必要である」。
この「著作権保護の伝統的概略」（｛【＆三・目｝８日・貝の）とは、著作権法に修正一条との調整法が内蔵されて
視
点
は
、
①
表
現
行
為
に
よ
る
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（”）
憲法理論との関係でとくに重要になるのは②および③の視点であうＣと思われる。
わが国の著作権法は、思想または感情の創作的表現（二条一項一号）に利用規制を課している。ここで問われな
ければならないのは、著作権法上「保護される表現」、換言すると、表現の自由が「保護されない表現」の外延が
何処にあるか、という問題である。これは上記②の課題と関係している。また、著作権法の制約にもかかわらず表
現の自由の要請がまさる表現行為の類型は何か、当該表現行為の存在に著作権法が適切な配慮を示しているかとい
う問題もある。これは上記③の課題と関係している。この二つの課題を煎じ詰めていえば、著作権をみる憲法学の
視点は、①表現行為による著作権侵害の成立要件、②著作権侵害の違法性阻却事由、この二点を探究することに
これは憲法学が分析すべき（・己・口ののｂの①Ｓ論の一般的分析枠組から演鐸された視点である。
２
一
九
七
○
年
の
二
・
二
日
日
円
論
文
の
影
響
(3)の
に
な
っ
て
い
る
か
。
そ
の
法
律
は
表
現
の
自
由
を
規
制
す
る
正
当
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
。
ま
た
表
現
行
為
を
自
由
に
す
る
こ
と
の
意
義
を
汲
む
も
(熊本法学116号'09）８
著作権と表現の自由の調整原理（一）
「『フェア・ユース』という抗弁は、著作権のある著作物に含まれている事実や思想（｛四・斤の四己丘のロの）ばかり（釦）
でなく、ある種の状況下では表現それ自体（の邑閂のｍの』。ご耳の①｝｛）の使用も一般に（岳ので口三・）許容している」。
著
作
権
の
保
護
が
表
現
の
自
由
と
の
関
係
で
問
わ
れ
た
と
き
に
彼
の
国
の
裁
判
所
が
よ
く
使
う
こ
の
二
法
理
は
「
元
を
辿
れ
ば
、
一
九七○年代に、二日目の【が、憲法学の『定義付け衡量論（９の｛旨三・目｝宮」目・曰、）』を著作権法の正当化根拠に
いること（ウ三斤‐曰句冨（シ日の己日の三四・８日目○・畳・ロの）と、著作権を制限する「伝統的修正一条保護手段」
（可＆三・口四一句房（シ曰の三日の三の呉の、目己の）が規定されていることを指している。ここでの関心は、著作権法
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
著
作
権
と
表
現
の
自
由
を
調
整
す
る
法
理
論
に
あ
る
。
〃著作権と表現の自由を調整する法理論“。合衆国最高裁にこう評価された法理論が先述した（［はじめに三］）
こ
の
「
思
想
／
表
現
二
分
斗
のように述べられている。
「思想／表現二分法は、
作者の表現（目二・【》の
つ
ぎ
の
二
つ
の
法
理
で
あ
る
。
作
者
の
表
現（列）
している」。
①著作権法により保護されるのは、著作物の表現（の吾『の①の】。ご）であり、事実（註。（）や思想（己の四）ではな
いとする「思想／表現二分法」（丘のロー①〆官の①の一・口ｓ・ロ。（・曰ご）。
②
著
作
物
の
利
用
目
的
や
そ
の
性
質
に
照
ら
し
て
「
公
正
で
あ
る
」
と
評
価
で
き
る
著
作
物
利
用
に
つ
い
て
、
著
作
権
の
効
力
を
否定する「フェア・ユースの法理」（量『口の①Ｑ○・三月）。
こ
の
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
お
よ
び
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
の
裁
判
書
で
は
、
以
下
修正一条と著作権法の間での定義的衡量（・＆ロ三・目一宮一目・の）である。それは、箸
の邑閂ののの】・ロ）をなお保護する一方で、事実（菌・扇）の自由なコミュニケーションを許容
９（熊本法学116号'09）
論 説
（醜）
応用したことに端を発するｊＤのであ［る］」。
（羽）
｜一二ロ〕ロ〕①Ｈが一九七○年に発表した論文「著作権は一一一一口論やプレスの自由を保障する修正一条に反しないのか？」
（汎）
は、彼が他の表現規制の文脈で展開していた「定義的衡量テスト」（・の｛三（】・ロロ］ウロ一四口。旨い）の手法を、著作権
と表現の自由の分析に適用しようとした先進的試みと評価できる。そこには著作権と表現の自由の問題について
（渦）
「常にパイオニア的役割・りを果たそうとする」論者の手による堅実な理論構成が施されていた。
「定義的衡量テスト」とは、一言でいうと、憲法上「保護される表現」と「保護されない表現」の境界を定式化
しようとする試みである。このテストは、ときに「ある表現が一般的にもつ利益（価値）と、それに対立する利益
（妬）
（保護法益）の本質部分をあらかじめ衡量して・・：：［憲法上］『保護されない表現』という範嶬を求める理論」と紹
介され、ときにその意義として「個別的文脈の如何を問わず一定の範囑に属する表現は絶対に保護されなければな
（汀）
らないとするｊｂの」であると理解されてきている。
きて、三目目〕のＨがこの定義的衡量テストを著作権の問題に適用するときに留意しなければならないとしたこと
がある。彼の口に語ってもらおう。
「仮に定義的衡量アプローチが著作権の範囲に適用されるとしても、著作権法のもとで禁止される言論と、その
（犯）
法律にもかかわらず、修正一条の命令により削減できない一一一一口論との線引が必要に●なる」。
二日目の『によれば、著作権法で使用が禁止される言論（表現）と、法律の規定にもかかわらず、表現の自由の
要請により著作権侵害とならない一一一一口論（表現）とを、峻別することが必要となる。この点は重要なので丁寧に換一一一一口
しておくと、つぎのようになる。著作権法にいう「表現」（の壱『のｍの】・ロ）の「フェア・ユース」には該当しない使
（羽）
用
行
為
だ
け
を
、
憲
法
は
著
作
権
法
に
よ
る
表
現
制
限
と
し
て
許
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
注
視
共
こ
れ
る
べ
き
な
の
が
、
本
熊本法学116号'09）１０
著作権と表現の自由の調整原理（－）
このような８三回答斤曰＆自己および支分権の拡張傾向は、反面で、表現行為の自由度を相対化することでも
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
な
か
で
も
一
貫
し
て
守
ら
れ
た
表
現
の
自
由
保
護
理
論
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
で
あ
る
。
で
も
、
そ
こ
で
い
う
思
想
と
表
現
は
、
裁
然
と
区
別
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ニ
合
衆
国
著
作
権
法
に
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
が
法
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
六
年
の
法
改
正
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
皮切りに、一八九七佇
続
と
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
一合衆国議会は、一七九○年五月一一一一日に、連邦著作権法（目宮の○・二国、亘少。（・｛弓①Ｃ）を制定している。
この法律は、著作権が保護される物（８三国、三の９日の９旨日）を「地図、海図および書籍」（白四つ・冨耳》ウ・・戸
口＆す。。【の）に限定していた。ただこの限定された○・二国、三日のｓ巨曰は、一八○一一年の改正における新聞、雑
誌
等
の
印
刷
物
の
追
加
に
端
を
発
し
、
一
八
三
一
年
に
楽
曲
、
一
八
五
六
年
に
演
劇
著
作
物
、
一
八
六
五
年
に
写
真
、
一
八
七
○
年
に
は
絵
画
、
図
画
、
彫
刻
、
美
術
的
な
作
品
の
た
め
の
モ
デ
ル
な
い
し
デ
ザ
イ
ン
…
…
と
い
う
よ
う
に
、
次
つ
ぎ
に
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
一
七
九
○
年
法
で
の
い
わ
ゆ
る
支
分
権
は
、
「
印
刷
、
増
刷
、
出
版
お
よ
び
販
売
」
に
限
定
き
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
演
劇
著
作
物が８℃胃碕亘白の□ご日に追加された一八五六年に上演権（Ｈ］ぬ三・｛宮三・℃のＲｍ○円目目・の）が加えられたのを
皮切りに、一八九七年には楽曲の実演権（国、三・ｍ宮三・℃の瓜・ＨＢ目・の）が追加されるというように、以下、陸
章
の
関
心
で
あ
る
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
著
作
権
法
で
無
断
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
「
表
現
」
と
は
な
に
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
３
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
と
著
作
権
を
保
護
す
べ
き
「
表
現
」
1１（熊本法学116号'09）
論 説
【ミロ・の．○・か］ｓ（す）著作権の対象亜総論］
「いかなる場合にも、著作者のオリジナルな著作物についての著作権の保護は、つぎのものが著作物に記述、説
明、図解、または、具体化されている形式にかかわらず、思想、手順、プロセス、システム、操作方法、原則、
または、発見までには及ばない」。（㈹）
一
八
八
九
年
の
〈
ロ
衆
国
最
高
裁
判
決
は
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
の
黎
明
を
告
げ
る
典
型
的
判
例
と
し
て
よ
く
引
照
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
簿
記
シ
ス
テ
ム
を
解
説
し
た
書
籍
の
著
作
権
が
争
わ
れ
た
こ
の
事
例
で
、
合
衆
国
最
高
裁
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「たとえ著作権が認められている書物ではあっても、その書物に書かれた技術の記載は、当該技術自体に対する
〈机）
独占的権利の根拠とはなり得ない」。
技術の記載それ自体（の壱『ののの】・ロ）と記載された技術そのもの（己８．の】の（の日）を区別するこの裁判書からは、
著作権法で保護される「表現」と保護されない「思想」とが明確に区別できるという立論の成立を想起させる。
’
一
一
後
述
す
る
よ
う
に
、
往
時
の
芸
術
観
の
影
響
を
受
け
て
当
時
の
法
理
論
は
、
昼
８
概
念
を
限
定
的
に
と
ら
え
て
い
た
。
そ
れ
によれば「思想」（己のロ）とは無形の表出されざるコンセプト（三ｓご館三の目の〆官のｍの①Ｑ８ｐｏのロ）であり、それ
は
著
作
者
・
作
者
の
心
の
な
か
だ
け
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
丘
８
概
念
は
「
思
想
／
表
現
」
の
区
分
に
大
き
く
影
響
し
て
いく枢）
たようである。「著作権は著作者が思想を表現するために選んだ一一一一口葉の特定の配列だけを保護するものであった」。
と
こ
ろ
が
こ
の
定
式
化
は
い
ま
で
は
崩
壊
し
て
い
る
。
著作権法の保護対象は、著作者の「思想」（己の四）そのものではなく「思想の表現」（の〆官ののの】・ロ・｛己の四）であ
る
。
と
こ
ろ
が
、
著
作
権
法
の
保
護
対
象
で
あ
る
「
表
現
」
概
念
に
つ
い
て
、
明
確
に
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
実
は
、
著
作
権
法
の
保護対象は、著作者が発した文一一一一口と同一の逐語的文言（の門口。（三・ａの）に、現在では限定されていない。そこには、
熊本法学116号'09）１２
著作権と表現の自由の調整原理（一）
一
複
製
と
は
「
印
刷
、
写
真
、
複
写
、
録
音
、
録
画
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
有
形
的
に
再
製
す
る
こ
と
」
を
い
う
（
著
作
権
法
二
条
一
項
一
五
号
）
。
こ
の
複
製
概
念
を
巡
っ
て
は
二
つ
の
見
解
が
あ
る
。
こ
の
定
義
規
定
を
で
き
う
る
限
り
厳
格
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
「
厳
格
説
」
と
、
著
作
権
法
の
他
の
条
文
と
平
灰
の
あ
う
よ
う
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
「
ゆ
る
や
か
説
」
で
あ
る
。
厳
格
説
に
よ
れ
ば
、
複
製
と
は
、
原
著
作
物
を
「
有
形
的
に
再
製
す
る
こ
と
」
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
複
製
と
は
、
い
わゆるデッドコピーに限定されることになる。そこでは僅かな改変でもそれは翻案として理解され、創作性のない
（郷）
改
変
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
複
製
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
原
著
作
物
の
有
形
的
再
製
と
い
う
複
製
概
念
を
相
対
化
し
て
理
解
す
る
の
が
ゆ
る
や
か
説
の
眼
目
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
創
作
性
の
な
い
改
変
は
な
お
複
製
の
範
囲
に
置
か
れ
、
改
変
に
創
作
性
が
認
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
翻
案
と
し
て
理
解
さ
れ
著
作
権
法
で
〃
保
護
す
べ
き
表
現
〃
と
〃
保
護
す
べ
き
で
は
な
い
表
現
〃
と
を
区
別
す
る
、
規
範
的
判
断
が
介
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
節
で
取
り
上
げ
た
二
日
日
日
論
文
も
、
彼
の
法
理
論
を
敷
桁
し
て
き
た
合
衆
国
の
諸
判
例
も
、
な
に
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
表
現
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
な
に
も
語
っ
て
き
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
論
述
す
る
こ
と
に
す
る
（
第
三
節
）
。
そ
の前に、著作権法が保護する「表現形式」（命・【曰・命の〆官のの巴・ロ）について、詳述する必要がある。
著作権がおよぶ「表現」（の〆官の⑦の】・ロ）は、逐語的表現（の箇臼の関宮①のの】・ロ）に限定されていない。本節の考察
は
こ
こ
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
１
複
製
概
念
か
ら
第
二
節
表
現
の
形
式
1３（熊本法学116号'09）
論 説
（価）
では一一次的著作物のもとになっている原著作物の著作者は、彼の著作物から派生した著作物である一一次的著作物
と
の
間
で
は
、
ど
の
よ
う
な
法
関
係
に
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
作
権
法
二
八
条
は
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
「二次的著作物の原著作物の著作者は、当該一一次的著作物の利用に関し、この款に規定する権利で当該一一次的著
作物の著作者が有するものと同一の種類の権利を専有する」。
（蛆）
〈畑）
ここで一一次的著作物には、当該一一次的著作者と原著作物の著作者との著作権が「併存」していることがわかる。
こ
こ
で
の
疑
問
は
、
二
次
的
著
作
物
に
つ
い
て
、
な
ぜ
原
著
作
者
の
著
作
権
ま
で
保
護
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
謎
解
著
作
権
が
認
め
ら
れ
る
。
両
説
の
法
的
効
果
と
し
て
の
相
違
は
、
創
作
性
の
な
い
改
変
を
、
翻
案
と
す
る
か
な
お
複
製
に
留
め
置
く
か
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
創
作
性
の
な
い
改
変
は
、
著
作
権
法
上
の
保
護
客
体
で
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
現
行
著
作
権
法
は
創
作
性
の
な
い
改
変
に
関
す
る
法
規
定
を
も
た
な
い
こ
と
、
厳
格
説
の
よ
う
に
「
翻
案
」
の
な
か
に
創
作
性
の
な
い
改
変
ま
で
含
め
て
し
ま
う
こ
と
は
理
論
の
精
度
を
落
と
す
原
因
と
な
る
こ
と
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
創
作
性
の
な
い
改
変
と
い
う
中
間
概
念
を
設
け
て
論
じ
る
実
益
に
欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
る
や
か
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
（旧）
複
製
概
念
に
関
す
る
ゆ
る
や
か
説
に
よ
れ
ば
「
翻
案
」
と
は
「
創
作
性
の
あ
る
改
変
」
の
こ
と
で
あ
る
。
｜
｜
原
著
作
物
を
「
翻
案
す
る
こ
と
に
よ
り
創
作
し
た
著
作
物
」
の
こ
と
を
二
次
的
著
作
物
と
い
う
（
二
条
一
項
一
一
号
）
。
上
述
し
て
い
る
よ
う
に
「
翻
案
」
を
創
作
性
の
あ
る
改
変
の
こ
と
と
理
解
し
た
の
で
、
二
次
的
著
作
物
に
も
創
作
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
（桁）
なる。一一次的著作物も著作権法の保護客体である。換言すると、一一次的著作物の著作者にも、当該著作物に関する
（州）
ることになう（》。
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｜
わ
た
し
の
研
究
室
の
机
の
上
に
あ
る
書
籍
は
、
高
名
な
Ａ
先
生
の
著
書
で
あ
る
。
Ａ
先
生
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
有
体
物
に
は
わ
た
し
の
所
有
権
が
及
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
書
籍
は
、
Ａ
先
生
の
「
著
作
物
と
し
て
の
表
現
」
を
有
形
化
し
た
も
の
と
も
い
え
る
。
そ
の
著
作
物
と
し
て
の
表
現
は
、
Ａ
先
生
の
思
想
お
よ
び
感
情
が
外
部
に
表
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
非
物
質
的
な
存
在
に
わ
た
し
の
所
有
権
は
及
ば
な
い
。
で
は
、
Ａ
先
生
の
所
有
権
は
及
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
作
物
と
し
て
の
表
現
は
、
著
作
物
の
「
内
容
」
と
そ
れ
を
外
部
に
表
出
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
「
形
式
」
に
、
概
念
上
区
別
で
き
（兜）
る
。
こ
の
概
念
上
の
区
別
に
最
初
に
気
づ
い
た
の
が
Ｊ
・
フ
ィ
ヒ
テ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
七
九
一
年
に
物
し
た
「
書
物
再
版
の
不
当
（師）
性の証明」の中で、制作者の国の、【】【命が定められている句・円日を、制作者の所有に帰す議論を展開している。
著
作
・
作
品
（
言
の
号
）
の
な
か
に
制
作
者
に
固
有
の
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
フ
ィ
ヒ
（副）
テ
の
功
績
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
彼
の
議
論
は
、
著
作
物
と
し
て
の
表
現
を
「
形
式
」
と
「
内
容
」
に
あ
ま
り
に
も
単
純
に
（錨）
分
け
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
欠
点
が
あ
っ
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
批
判
の
要
諦
を
、
半
田
正
夫
は
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
き
は
原
著
作
物
の
翻
案
が
二
次
的
著
作
物
で
あ
る
と
い
う
と
き
の
、
「
翻
案
」
の
捉
え
方
に
あ
る
。
多
く
の
著
作
権
法
概
説
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
翻
案
と
は
：
…
・
原
著
作
物
の
内
面
的
な
表
現
を
維
持
し
つ
つ
、
外
面
的
な
表
現
を
変
更
（卯）
（則）
す
る
こ
と
を
指
す
」
、
「
既
存
の
著
作
物
の
内
面
形
式
は
維
持
し
な
が
ら
、
外
面
形
式
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
を
い
う
」
。
著
作
物
の
表
現
の
「
外
面
的
形
式
」
／
「
内
面
的
形
式
」
と
は
な
に
か
。
２
表
現
の
外
面
的
形
式
／
内
面
的
形
式
1５（熊本法学116号'0９
論 説
表
現
の
「
外
面
的
形
式
」
と
は
、
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
著
作
者
の
思
想
を
文
字
、
言
語
、
色
、
音
等
の
他
人
に
よ
っ
て
〈印）
知
覚
さ
れ
う
る
媒
介
物
を
通
し
て
客
観
的
存
在
た
ら
し
め
る
外
部
的
構
成
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
通
常
の
用
語
と
し
て
「
表
現
」
と
呼
ん
で
い
る
、
外
部
に
現
れ
た
客
観
視
で
き
る
構
成
の
こ
と
で
あ
る
。
表
現
の
「
内
面
的
形
式
」
と
は
、
同
じ
論
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
二
外
面
的
形
式
』
に
対
応
し
て
著
作
者
の
内
心
に
一
定
の
秩
序
（”）
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
る
思
想
の
体
系
」
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
別
の
論
者
は
「
外
面
的
表
現
の
背
後
に
あ
る
表
現
の
流
れ
、
あ
る
い
（”）
〈帥）
は
表
現
の
た
め
の
詳
細
な
構
成
」
と
の
表
現
で
、
「
著
作
物
の
思
想
感
情
の
体
系
」
を
指
す
こ
の
概
念
を
説
明
し
て
い
る
。
表
現
形
式
を
外
面
的
形
式
と
内
面
的
形
式
に
区
分
し
た
と
こ
ろ
で
、
重
要
な
一
言
を
述
べ
よ
う
。
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
「
表
現
」
（の吾【のの四・口）は、外面的形式に限定されていない。
（印）
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
の
は
、
外
面
的
表
現
形
式
と
、
そ
の
保
護
に
必
要
な
範
囲
に
お
け
る
内
面
的
表
現
形
式
で
あ
る
。
「
創
作
的
な
外
面
的
表
現
に
対
す
る
法
的
保
護
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
外
面
的
表
現
の
背
後
に
あ
る
表
現
の
流
れ
、
あ
る
い
は
表
現
の
た
め
二
表
現
を
「
形
式
」
と
る理論の礎をなしている。
こ
れ
で
は
著
作
物
と
い
う
概
念
は
、
著
作
権
法
の
保
護
客
体
と
し
て
、
無
価
値
に
帰
す
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
で
は
先
述
し
た
「
創
作
性
の
な
い
改
変
」
を
新
規
著
作
物
と
し
て
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
二
次
的
著
作
物
の
産
出
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
である。
（記）
保護しなければ鬼捗らない」。
「
フ
ィ
ヒ
テ
の
ご
と
く
著
作
物
の
外
部
的
な
『
形
式
』
だ
け
が
保
護
さ
れ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
著
作
物
の
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
多
少
順
序
・
配
列
を
変
え
異
な
る
『
形
式
」
を
使
用
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
著
作
物
と
し
て
「
内
容
」
に
区
分
す
る
理
論
は
、
表
現
形
式
を
さ
ら
に
「
外
面
的
形
式
」
と
「
内
面
的
形
式
」
に
区
分
す
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こ
の
見
解
を
下
敷
き
に
、
二
次
的
著
作
物
に
関
す
る
著
作
権
の
併
存
状
況
を
説
明
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
二
次
的
著
作
物
の
著
作
者
に
当
該
著
作
物
に
対
す
る
著
作
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
疑
義
は
な
か
ろ
う
。
二
次
的
著
作
物
も
創
作
的
表
現
行
為
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
著
作
権
の
保
護
客
体
の
要
件
と
い
え
る
創
作
性
が
具
備
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
二
次
的
著
作
物
に
対
す
る
原
著
作
者
の
著
作
権
は
ど
う
か
。
上
記
引
用
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
原
著
作
物
の
表
現
が
残
留
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
原
著
作
物
（髄）
の著作者にも一一次的著作物についての著作権が認められることになる。
本節冒頭では複製概念についての一一つの理解を検討した。そこでは原著作物をゴ○二‐｛・【‐弓・ａ』曰の‐氏○二曰のに
再
製
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
原
著
作
物
に
創
作
性
の
な
い
改
変
を
加
え
る
こ
と
も
複
製
の
範
囲
に
留
め
置
か
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
著
作
権
法
は
、
著
作
者
に
翻
案
権
を
認
め
て
い
る
（
二
七
条
）
。
こ
れ
は
、
著
作
物
に
翻
案
行
為
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
当
該
著
作
物
の
著
作
者
に
決
定
権
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
な
ぜ
法
は
こ
の
よ
う
な
規
定
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
翻
案
行
為
を
著
作
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
よ
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
野
一
色
勲
は
、
以
下
の
よ
う
な
解
法
を
提
示
し
て
い
る
。
「
翻
案
権
を
著
作
者
の
権
利
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
翻
案
行
為
を
著
作
権
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
せ
し
め
る
理
由
は
、
外
面
的
表
現
に
対
し
て
創
作
的
改
変
が
加
え
ら
れ
て
も
直
ち
に
新
た
な
著
作
物
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
に
、
原
著
作
物
の
表
現
が
残
留
し
（腿）
の詳細な構成をｊ、）保護する必要が認められている」のである。この理解によれば、さきほど少し議論した一一次的箸
（い）
作
物
は
、
内
面
的
表
現
形
式
を
維
持
し
つ
つ
外
面
的
表
現
形
式
の
み
を
変
更
し
た
ｊ
Ｄ
の
と
い
え
る
。
’
一
一
で
は
そ
ろ
そ
ろ
、
な
ぜ
二
次
的
著
作
物
に
は
、
そ
の
著
作
者
の
著
作
権
と
と
も
に
、
原
著
作
者
の
著
作
権
が
併
存
す
る
の
か
に
ついて探究してみよう。（Ｍ）
ていＺ句からである」。
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一
後
続
著
作
物
が
先
行
著
作
物
の
翻
案
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
れ
ば
、
先
行
著
作
物
が
原
著
作
物
の
地
位
を
獲
得
し
、
後
続
著
作
物
は原著作物の著作者のコントロールをうける（二七条）。
〈、）
平成六年一一一月一一一二日に東京地裁は「ぼくのスカート」事件と称される事案に判決を下している。原告の著した脚
本
と
被
告
の
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
脚
本
の
類
似
性
が
争
わ
れ
た
本
件
の
裁
判
書
の
な
か
で
「
翻
案
」
概
念
を
詳
述
し
て
い
る
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
ま
た
創
作
性
の
あ
る
改
変
を
翻
案
と
す
る
こ
と
も
す
で
に
論
述
し
て
い
る
。
複
製
は
原
著
作
物
の
有
形
的
再
製
で
あ
り
、
翻
案
に
は
原
著作物の表現の残留を見ることができるという理由で、原著作物の著作者の著作権が認められていた。ではどの段
階
に
な
る
と
、
原
著
作
物
の
著
作
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
離
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
新
著
作
物
」
が
生
成
さ
れ
た
と
き
で
ある。翻案から新著作物生成の漸次的移行（四＆畳。ご）を、先述の野一色は、以下のように表現している。
「
改
変
や
増
減
修
正
の
創
作
性
の
度
合
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
表
現
に
お
け
る
原
著
作
物
の
残
留
の
度
合
は
薄
く
な
り
、
表
現
に
（師）
原著作物の残留が無くなった段階で新著作物が生まれることになる」。
翻
案
か
、
そ
れ
と
も
、
別
著
作
物
か
。
こ
の
境
界
線
は
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
弓
翻
案
』
と
は
、
翻
訳
、
編
曲
、
変
形
、
脚
色
又
は
映
画
化
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ず
れ
か
一
方
の
作
品
に
接
し
た
と
き
、
接
し
た
当
該
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
メ
ロ
デ
ィ
等
の
基
本
的
な
内
容
と
、
他
方
の
作
品
の
そ
れ
と
の
同
一
性
に
思
い
至
る
程
度
に
当
該
著
作
物
の
基
本
的
な
内
容
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
や
そ
の
脚
本
に
お
い
て
は
、
主
題
、
ス
ト
ー
リ
ー
、
作
品
の
性
格
等
の
基
本
的
な
内
容
が
類
似
す
る
こ
と
を
要
す
る
」
。
３
先
行
著
作
物
と
後
続
著
作
物
と
の
関
係
翻
案
そ
れ
と
も
別
著
作
物
？
(熊本法学116号'09）１８
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（的）
ところでこの翻案性判定基準の一一要件に該当するか否かは、とどのつまｈソ、「平均人の感性または悟性」を基準
（わ）
に
判
断
ぺ
こ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
原
著
作
物
特
定
の
成
否
は
、
作
品
内
容
の
同
一
類
似
性
の
有
無
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
行
著
作
物
と
後
続
著
作
物
と
の
同
一
類
似
性
の
有
無
と
い
う
相
対
的
概
念
を
、
客
観
性
が
擬
制
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
「
平
均
人
の
感
性
ま
た
は
悟
性
」
と
い
う
相
対
的
基
準
で
判
定
す
る
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け
合
理
性
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
ぼ
く
の
ス
カ
ー
ト
」
事
件
で
争
わ
れ
た
の
は
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
な
ど
の
脚
本
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
翻
案
か
、
そ
れ
と
も
、
別
著
作
物
で
あ
る
か
の
判
定
は
、
ま
た
著
作
物
の
性
格
を
勘
案
し
な
が
ら
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
記
東
京
地
裁
の
裁
判
書
は
、
先
行
著
作
物
と
後
続
著
作
物
の
関
係
が
翻
案
と
別
著
作
物
を
色
分
け
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
奈
辺
に
あ
る
の
か
を
判
定
す
る
基
準
を
、
幾
ば
く
か
で
も
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一一同様の思考法は合衆国においても見ることができる。戯曲シロの》の三呂冗・の①の著者が劇映画目すの○・声のロの
ロ己言①【の］一『のの制作会社を相手取って、当該劇映画は自己の著作物を無断で借用したもの（ご丙のロヰ・ロー芹）
（、）
で
あ
る
と
訴
え
た
事
案
で
、
第
一
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
有
名
な
以
下
の
裁
判
書
を
提
示
し
て
い
る
。
「
ど
の
著
作
物
で
も
そ
う
だ
が
、
と
く
に
演
劇
に
つ
い
て
は
、
付
随
的
な
も
の
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
取
り
除
い
て
い
く
と
、
高
度
の
一
般
本
件
で
東
京
地
裁
は
、
両
作
品
の
設
定
を
抽
象
化
し
て
示
せ
ば
、
両
作
品
に
接
す
る
者
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
か
一
方
に
触
れ
た
と
き
他
方
の
存
在
を
想
起
す
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
単
に
抽
象
化
さ
れ
た
設
定
が
同
一
な
い
し
類
似
で
あ
っ
た
り
、
単
に
、
一
方
の
作
品
に
接
し
た
と
き
に
他
方
の
作
品
の
存
在
を
思
い
浮
か
べ
う
る
と
い
っ
た
程
度
で
は
、
翻
案
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
後
続
著
作
物
が
先
行
著
作
物
の
翻
案
で
あ
る
か
否
か
の
判
定
基
準
と
し
て
、
二
つ
の
要
件
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
の
要
件
が
両
作
品
の
「
内
容
の
同
一
類
似
性
」
で
あ
る
。
第
二
の
要
件
が
「
原
著
作
物
特
定
（船）
可能性」であう○。
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四
四
己
裁
判
官
は
、
同
裁
判
書
の
な
か
で
、
著
作
権
の
客
体
は
「
逐
語
的
テ
キ
ス
ト
に
限
定
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
〈ね）
な
ぜ
な
ら
「
さ
も
な
け
れ
ば
僅
か
な
変
更
で
剰
窃
者
は
［
著
作
権
侵
害
を
］
の
が
れ
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
著
作
権
の
客
体
が
逐
語
的
な
表
現
に
限
定
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
こ
に
思
想
そ
れ
自
体
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
ど
こ
か
に
法
上
保
護
さ
れ
な
い
「
思
想
そ
れ
自
体
」
と
保
護
さ
れ
る
「
思
想
の
表
現
」
を
分
か
つ
境
界
線
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
（河）
西
口
＆
裁
判
官
は
「
そ
の
境
界
線
を
確
定
で
き
た
人
は
誰
も
い
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
原
作
品
全
体
の
抽
象
化
の
過
程
に
お
い
て
「もはや保護されないという地点」（言苣の【のＳのごｐＨのロ・｝・口、の［ロ・（の。｛＆）があるというのである。
さ
て
「
保
護
さ
れ
な
い
も
の
」
と
「
保
護
さ
れ
る
も
の
」
の
境
界
線
が
両
者
間
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
奈
辺
に
あ
る
の
か
を
求
め
る
出
口
＆
裁
判
官
の
試
み
の
成
否
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
論
者
は
、
「
思
想
／
表
現
」
の
境
界
線
を
求
め
た
出
口
己
裁
判
官
の
試
み
に
つ
い
て
、
皮
肉
な
こ
と
だ
が
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
「
国
四
＆
裁
判
官
が
二
ｓ
。
］
の
判
決
で
明
ら
か
に
し｛一ｍ）
た
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
が
思
想
で
こ
こ
か
ら
が
表
現
で
あ
る
と
正
確
に
断
定
で
き
る
い
か
な
る
点
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
「
思
想
／
表
現
」
の
境
界
線
を
求
め
よ
う
と
し
た
四
四
三
裁
判
官
の
試
み
は
、
結
局
は
、
両
概
念
を
定
義
す
る
こ
と
の
困
難
性
に
呼んでいる。
田・西口＆裁判官の「思想の表現」部分を探究するこの試みを、後世は「抽象化テスト」（＆の（日呂・ロの（のの芹）と
彼
の
表
現
（（ね）
てしまう」。
性
を
も
つ
多
く
の
パ
タ
ー
ン
が
見
つ
か
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
は
そ
の
演
劇
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
い
う
非
常
に
高
度
に
一
般
化
さ
れ
た
言
明
し
か
残
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
タ
イ
ト
ル
だ
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
連
の
こ
の
抽
象
化
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
も
は
や
保
護
さ
れ
な
い
と
い
う
地
点
が
存
在
し
て
い
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
劇
作
家
は
、
彼の表現（の壱【ののの】・ロ）を除いて、彼の権利が及ぶはずのない『思想』（丘のロの）の使用を妨害できることになっ
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た
だ
こ
こ
で
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
外
延
を
求
め
る
規
準
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
基
本
的
思
想
の
表（帥）
現
の
た
め
に
は
も
は
や
必
須
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
部
分
が
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
奈
辺
か
ら
は
じ
ま
る
の
か
、
判
定
不
能
で
あ
る
。
本
項
で
は
翻
案
／
別
著
作
物
の
境
界
線
を
求
め
る
試
み
を
瞥
見
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
の
発
生
因
は
、
著
作
権
が
お
よ
ぶ
「
表
現
」
が
逐
語
的
表
現
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
先
行
著
作
物
の
表
現
が
ど
の
程
度
の
残
留
を
見
せ
れ
ば
、
後
続
著
作
物
は
翻
案
と
さ
れ
、
ど
の
程
度
の
霧
散
を
も
っ
て
そ
れ
は
別
著
作
物
と
な
る
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
「
思
想
／
表
現
」
の
境
界
線
の
在
処
を
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
り
、
そ
れ
〈
と思われる。
絡
め
取
ら
れ
て
、
不
首
尾
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
に
西
目
ロ
裁
判
官
が
「
抽
象
化
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
権
利
侵
害
を
め
ぐ
る
そ
の
テ
ス
ト
は
、
必
然
的
に
暖
昧
と
な
り
…
…
（布）
判
定
は
そ
の
た
め
に
不
可
避
的
に
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
。
｜｜｜この他にも一一一一口語による著作物のパラダイムでは、国・○冨命の①の「パターン・テスト」（宮茸の曰斤のの｛）も、
（両）
「
思
想
／
表
現
」
の
境
界
線
を
求
め
る
試
み
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
「
著
作
者
の
思
想
と
彼
が
書
き
記
し
た
正
確
な
形
式
（犯）
（ご局の。】の①【・吋日）との間のどこかにその線が存在していることは疑いない」との一一一一口明に続けて、以下のようにいう。
「［著作権の］保護は、出来事の因果的連鎖（の①ｐこの口・の）や登場人物たちのやり取りの展開などといった……箸
（ね）
作物の『パターン』（ロロヰの目）まで含まれている」。
著
作
物
の
思
想
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
登
場
人
物
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
若
干
の
類
似
性
は避けられない。そうならば、著作物の思想とそれに付随する。冨国。（の【の目Ｑの】三畳・ロは、思想のパターンで
あ
り
、
そ
れ
ら
の
コ
ピ
ー
も
許
容
さ
れ
る
。
○
冨
苛
の
の
パ
タ
ー
ン
・
テ
ス
ト
の
着
想
は
、
こ
の
こ
と
を
定
式
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
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思想それ自体を著作権法は保護していない。著作権法の保護客体たるためには、思想が具体的な表現の形式を備
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
著
作
権
法
理
論
は
、
法
上
保
護
さ
れ
る
表
現
を
「
外
面
的
表
現
」
に
限
定
し
て
い
な
い
。
表
現
を
「
外
面
的
形
式
」
と
「
内
面
的
形
式
」
に
概
念
上
区
別
し
、
前
者
ば
か
り
で
な
く
後
者
の
残
留
を
も
、
著
作
権
保
護
の
契
機
と
し
て
認
め
て
き
て
い
る
。
二
次
的
著
作
物
に
著
作
権
が
併
存
す
る
の
は
、
こ
の
理
屈
に
拠
っ
て
い
た
。
ところが、著作権が〃保護されない思想／保護される表現〃という区別について、中山信弘は以下のように評し
て
い
る
。
い
わ
く
「
一
見
麗
し
い
分
類
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
所
詮
は
言
葉
の
遊
び
に
す
ぎ
ず
、
思
想
と
表
現
の
線
引
き
の
判
断
基
準
（肌）
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
い
」
。
こ
の
線
引
き
は
、
要
は
「
保
護
す
べ
き
で
な
い
領
域
を
思
想
と
し
、
保
護
す
べ
き
領
域
を
表
現〈卵）
と結茎”づけている」だけで、著作権保護の有無を判断する基準としては「余りに荘漠としすぎている」のである。
「思想／表現」の線引きに客観性が失われたのはいつからなのだろう。それはなにに基因しているのであろうか。
（師）
たしか著作権に関する初期の〈ロ衆国判例は、翻訳ですら、新規著作物と同視していたはずである。換言すれば、翻
訳は原著作物の著作権者にコントロールされなかったのである。そこでは法上「保護されるもの」は客観的であっ
「思想／表現二分法」は、著作権法により「保護されるもの」を「表現」（のご『のの巴。ご）とよび「保護されない
もの」を「思想」（ごＢ）とよぶ、純理論的な構造を内含している。この線引きの客観性の有無を判定するのが本
節
の
課
題
で
あ
る
。
１
総
説
第
三
節
保
護
さ
れ
る
も
の
／
保
護
さ
れ
な
い
も
の
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と
こ
ろ
で
、
著
作
権
法
上
保
護
さ
れ
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
「
思
想
」
が
な
ん
で
あ
る
の
か
を
探
究
す
る
こ
こ
ろ
み
も
あ
っ
た
。
と
ころがそのサブ・カテゴリの保護適格性（宮・←の○百亘三『）をめぐる裁判所の混乱や、そのあまりにも場当たり的
な
判
定
か
ら
、
な
に
が
法
上
保
護
さ
れ
な
い
思
想
で
あ
る
の
か
を
め
ぐ
る
探
究
に
生
産
性
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
表
現
形
式
を
探
究
す
る
視
点
で
、
「
思
想
／
表
現
」
の
間
に
客
観
的
判
定
基
準
が
な
く
な
っ
た
経
緯
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
思
う
。
さ
ら
に
法
上
「
保
護
さ
れ
る
表
現
」
に
客
観
的
外
延
な
き
と
き
、
で
は
「
保
護
す
べ
き
表
現
」
の
定
式
に
つ
い
て
は
ど
う
構
成
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
探
究
し
て
い
く
。
それは、
（別）
た。つまり「正確な一字一句の再生」（の恩・芹二言・己‐命・［‐ゴ・ａ・［言の‐命・円‐｝曰の『のロ・ロロ三・口）のみが禁止されて
た
Ｃ
つ
ま
り
幸
い
た
の
で
あ
る
。
⑪もとの著作物の文字通りの意味では複製ではないものまで権利侵害に含めるという方法で、著作権の客体の
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
。
回
す
。
＃
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
な
、
芸
術
観
の
変
容
に
遠
因
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
②増え続ける非一一一一口語の著作物の変種を法適用の範囲に追加していること。産業革命以降、言語著作物の派生的
産
物
の
市
場
が
生
成
ざ
れ
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
論
究
し
て
み
よ
う
。
ニロワ・＃は、「思想／表現」境界線の溶解が、芸術観の変容に基因しているという（右記①）。
２
「
思
想
／
表
現
」
境
界
線
の
混
乱
原
因
（開）
冗・回す。＃は「思想／表現」境界線が不分明に．なった原因をつぎの一一要素が同時に発生したことに見ている。
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ところがこの芸術観は、一九世紀以降、ロマン主義（元○日目（三ｍ目）の強い抵抗にあう。芸術観におけるロマ
（師）
ン派の見解の特徴は、菱云術を、感情や個性を反映させた作者の自己表現として捉えたところにある。
このような芸術観は、芸術の成否を、原対象（・国、ご巴○ケ］の。庁）との関係ではかることはしない。芸術を感性
の
発
露
と
す
る
こ
の
思
考
法
で
は
、
作
者
の
創
作
行
為
を
、
そ
の
「
外
面
的
形
式
」
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ロ
マ
ン
主
義
は
芸
術
を
有
形
の
客
観
的
形
象
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
創
作
的
表
現
は
そ
の
〃
表
出
さ
れ
た
も
の
そ
の
も
の
〃
に
限
定
さ
れ
な
い
の
で
、
著
作
権
の
保
護
客
体
も
、
そ
れ
に
応
じ
た
変
容
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
芸
術
観
の
変
容
は
、
著
作
権
の
保
護
客
体
を
〃
表
出
さ
れ
た
も
の
そ
の
も
の
〃
に
限
定
し
な
い
思
考
法
を
生
成
し
た
と
い
え
よ
う
。
外
面
的
表
現
形
式
だ
け
で
な
く
内
面
的
表
現
形
式
ま
で
「
保
護
さ
れ
る
表
現
」
で
あ
る
と
理
解
す
る
表
現
の
二
層
化
論
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
思
想
／
表
現
」
境
界
線
の
溶
解
現
象
が
こ
う
し
て
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
為
の
す
べ
て
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
拳
いての古典的見解（・｝四ｍの】８］「
囚・ロ）に限定されることになる。
一八世紀から一九世紀初期の段階までは、なにが優れた芸術作品（ぬ・・ロ四国）または優れた文学作品（ぬ。。□｝耳‐
の日ご【の）であるかについての客観的基準があったとされている。その当時においては、芸術はすべて実在（局の巴‐
芦亘）の模造（旨冨（】・ロ）であると考えられていた。そこでは「優れた作品」であるか否かも、制作者が普遍的真
（船）
理（ロ曰くの円の四二日（すの）や自然（目庁昌の）をいかに正確に模倣しているかによりはかられていた。
こ
の
よ
う
な
芸
術
観
の
も
と
で
は
、
作
者
の
創
作
行
為
が
有
形
化
し
た
作
品
そ
の
も
の
が
、
芸
術
そ
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
作
者
の
創
作
的
表
現
の
外
延
は
容
易
に
判
別
可
能
で
あ
る
。
表
現
の
「
外
面
的
形
式
」
が
作
者
の
創
作
行
為
の
す
べ
て
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
著
作
者
の
創
作
的
表
現
を
保
護
す
る
と
い
う
著
作
権
法
の
文
脈
に
引
き
寄
せ
れ
ば
、
芸
術
観
に
つ
いての古典的見解（・｝四ｍの】８］１のョ）のもとでは、著作権の保護客体は〃表出されたそのもの“（の園。（の〆官のの‐
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少
な
く
と
も
一
八
世
紀
中
は
隆
盛
で
あ
っ
た
古
典
的
芸
術
観
の
思
潮
の
な
か
で
、
当
時
は
ま
だ
、
著
作
者
の
思
想
（
丘
８
）
は
、
特
定
の
外
面
的
形
式
や
様
式
の
な
か
だ
け
で
表
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
著
作
権
法
は
、
著
作
者
の
思
想
が
表
出されているその形式や様式の再製（８三日、）だけを禁じていれば、十分だったのである。こういった法の意識
は
、
著
作
者
に
付
与
す
る
権
利
を
「
印
刷
、
重
刷
、
出
版
、
販
売
」
に
限
定
し
て
い
た
こ
と
に
、
明
確
に
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
１合衆国では一九○九年の法改正まで、著作権のある著作物（８二国、三のロゴ・烏の）の異なる媒体（＆魚のＨの亘
（列）
日の□旨日）への変形（百四口の｛・『日三・口）について、実に限定的な制限しか施していなかったといえる。
連
邦
著
作
権
法
は
一
七
九
○
年
に
制
定
き
れ
て
い
る
。
そ
の
法
律
は
「
地
図
、
海
図
、
書
籍
」
の
著
作
者
の
み
に
、
当
該
著
作
物
の
（別）
「
印
刷
、
重
刷
、
出
版
、
販
売
」
の
権
利
だ
け
を
付
与
し
て
い
た
。
著作権が保護される著作物のカテゴリに一八○二年法は新聞・雑誌等（で国三の）を含めている。但し、その著作（皿）
者
に
与
え
ら
れ
た
権
利
は
、
一
七
九
○
年
法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
「
印
刷
、
重
刷
、
出
版
、
販
売
」
に
限
定
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
〈卵）
一八一一一一年法は、楽曲（曰巨の】・ロ］８日□・の三・口の）を著作権の客体にくわえている。しかし、それでもその著作
者
に
ま
だ
実
演
に
対
す
る
独
占
権
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
著
作
者
に
付
与
さ
れ
た
権
利
は
「
印
刷
、
重
刷
、
出
版
、
販
売
」
の
ま
ま
三
「
思
想
／
表
現
」
の
な
か
に
あ
る
境
界
線
の
溶
解
現
象
は
「
保
護
適
格
性
の
あ
る
著
作
物
の
カ
テ
ゴ
リ
が
拡
張
さ
れ
、
著
作
権
（棚）
者に与えられた権利の範囲も拡大されていく」潮流と呼応してもいる（Ｆ】す。茸が指摘した②について）。
（四）
あ
る
論
者
は
「
著
作
権
法
の
歴
史
は
、
著
作
物
の
範
囲
の
拡
張
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
〈
ロ
衆
国
の
著
作
権
法
の
歴
史
に
も
当
て
は
ま
り
そ
う
で
あ
る
。
合
衆
国
議
会
の
著
作
権
法
改
正
史
を
追
う
な
か
で
、
こ
の
こ
と
を
探
究
し
て
み
、ｒニエハノ○
であった。
2５（熊本法学116号'0９
論 説
一八三一年に著作権の客体になった楽曲については、一八九七年の法改正で、その実演権まで保護対象に含めら
（ｗ）
れている（楽曲の実演はここに来て、著作権者のコントロールに服するようになったのである）。
上記したことから、一九世紀末までには、物理的形体（ｂどの】○四罠・［日呉）の正確な再製（三の日］○・三曰、）の
範囲を超えて、著作権のコントロールが及ぶようになっていたことが解るであろう。但し、その範囲は限定的だっ
た（表現物を制作すること（の〆の○三旨、）や仕上げること（帛三の巨晨）、また、実演すること（宮三・℃の『、。【曰‐
目・の）に限定されていた）。ところが一九○九年法で連邦議会は、著作物の異媒体間での変形に対するより完全な
（肥）
ろ独占権を、著作権者に付与している。
（師）
保呉ごせる」規定を置いた。
但し、一九世紀も中盤となると、著作権法のなかにも、芸術観についての元○日目言】の白の影響が見受けられる
（肌）
ようになる。一八五六年に、連邦議会は、著作権保持者の権利の性質を、徐々に拡張しはじめている。
２一八五六年の法改正で、連邦議会は、著作権の客体に演劇の構成内容（Ｑ『四日昌・８日ご・の昼・ロ）を含めて
いる。当該法律は、演劇著作物の著作権者にその「実演、上演、再演に対する独占権」を与えると同時に、「何れ
（妬）
かの舞台や公共の場で実演された、上演された、再演されたことを理由とする訴訟手続」を規定していた。但し、
他の著作物の著作権者に与えられている権利は、依然として限定されたままであった。したがって、ある書籍のド
ラ
マ
化
や
翻
訳
は
、
な
お
、
著
作
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一八七○年には、絵画、図画、彫刻などの美術的作品が、著作権の新しい客体に加えられている。しかも著作権
者には著作物に対する「印刷、重刷、出版、完全な複製、制作、仕上げ、販売」の独占権が与えられた。また演劇
著
作
物
の
実
演
・
再
演
に
つ
い
て
は
、
「
著
作
物
を
ド
ラ
マ
化
す
る
か
、
ま
た
、
翻
案
す
る
か
［
決
定
す
る
］
権
利
を
、
著
作
者
に
留
(熊本法学116号'09）２６
著作権と表現の自由の調整原理（－）
上述したことから一九○九年法は、著作権がその表現物の概念を構成している諸要素（８口８℃ごロ｝の］の曰の三の）
ま
で
著
作
権
の
客
体
に
な
る
と
の
思
考
法
に
彩
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
覚
知
で
き
る
。
そ
こ
で
は
表
現
の
基
本
を
な
し
て
い
る
諸
要
素
を
異なる媒体（日のｓ巨曰）や様式（｛・［日呉）に変形（（『目の｝三・口）することまで、著作権を侵害するものと評価さ
〈皿）
れることになる。したがって○・○・］］曰のの以下のような要約は正鵠を得ているといえよう。著作権の客体が文字ど
おりの表現（］言日｝の壱『ののの】・ロ）に限定されていた往時に成立していた、思想（丘のロの）は著作権の客体ではない
という著作権の原則は、時代遅れで退化した（・すの○三の）といえる。新しい法律からは、ドラマ化、翻訳、または、
（肌）
要
約
に
反
対
す
る
権
利
を
著
作
権
者
に
与
え
た
こ
と
で
、
事
実
上
、
田
心
想
の
使
用
を
防
止
す
る
効
果
が
生
成
さ
れ
て
い
る
。
映
画
、
レ
コ
ー
ド
、
ラ
ジ
オ
、
Ｔ
Ｖ
そ
の
他
の
映
像
・
音
声
送
信
技
術
や
視
聴
覚
収
録
技
術
の
発
達
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
並
行
し
て
変
転
し
て
い
く
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
商
業
手
法
や
商
慣
行
に
対
応
し
よ
う
と
、
連
邦
議
会
は
必
死
に
著
作
権
法
制
を
洗
練
し
よ
う
と
し
３一九○九年法は、著作権で保護された著作物（８二国、三①ロゴ・烏の）を異なる形態（ｍｏＲＢ臼の）に変形する
ことに対する排他的権利（の〆・］口のゴの『信二）を著作権者に付与している。ここでたとえば、’’一一口語の著作物（三のＨ‐
ロニョ・『丙の）のドラマ化や翻訳、あるいは「それらにいずれかの他の翻案をすること」（ご曰禺の四三・三の『ぐのＨ‐
〈”）
の】・ロ（すのＨの。｛）まで、著作権者のコントロールに服することになる。同様に、営利・非営利を問わず演劇作品の実
（川）
漬
、
幸
曰
楽
作
品
や
非
演
劇
作
品
の
営
利
的
実
演
も
、
著
作
権
者
の
許
諾
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
○
九
年
法
の
か
］
（
巴
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。
楽
曲
の
著
作
権
を
も
つ
者
は
「
い
か
な
る
記
譜
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
［
楽
曲
］
や
主
旋
律
を
編
曲
す
る
こ
と
、
ま
た
、
い
か
な
る
録
音
形
式
に
拠
ろ
う
と
も
、
著
作
者
が
録音しようした思想（言・信二）やそれを解釈して演じたり複製したりすること．：…」について排他的権利を有す
るへ
０１０１
－〆
2７（熊本法学116号109
論 説
四ロウ・茸は芸術観の変容と著作権の客体（８二国、亘弓・【丙）の拡張に、「思想／表現」の境界が溶解した原
因を見取っていた。「もとの著作物（・『垣目」言・烏）からとった形式（｛・『曰）からコンセプト（８口・の宮）に注
（、）
意が移ってから、思想／表現概念の瓦解（す『の口巨・ゴロ）は不可避だったのである」。これが彼の結論である。
「
思
想
／
表
現
」
の
境
界
線
は
溶
解
し
て
い
る
。
で
は
著
作
権
法
で
「
保
護
さ
れ
る
も
の
」
と
「
保
護
さ
れ
な
い
も
の
」
と
を
区
別
し
と
う
と
す
る
理
論
は
、
も
は
や
な
ん
の
規
準
も
定
立
で
き
な
い
空
論
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
対
応
可
能
な
法
理
論
で
あ
ろ
う
か
。
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
顔
を
み
せ
は
じ
め
た
著
作
権
保
護
の
目
的
と
手
段
の
転
倒
に
絡
め
取
ら
れ
る
よ
う
に
、
著
作
権
と
表
現
の
自
由
を
め
ぐ
る
法
理
論
は
、
混
乱
の
状
況
下
に
そ
の
身
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
４一九七六年法は、「著作権で保護された著作物に拠って派生的著作物を作成する（官の己胃の）権利」を著作
権者に独占させている。このことはとくに銘記されなければならない。「派生的著作物」（□＆ぐ昌ぐの弓・『丙）とは
「
た
と
え
ば
、
翻
訳
、
編
曲
、
要
約
な
ど
、
ひ
と
つ
以
上
の
既
存
の
著
作
物
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
著
作
物
の
こ
と
で
、
改
作
、
変
形
、
（肌）
翻
案
そ
の
他
の
方
法
で
作
ら
れ
た
著
作
物
の
形
式
」
の
こ
と
で
あ
る
。
（腿）
現在では異媒体間で著作物がＱの【】ぐ皇ぐのされている。創作的表現は「作品を伝える乗り物」を変えながら、表
現
市
場
内
を
縦
横
無
尽
に
行
き
来
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
た
著
作
権
保
護
の
考
え
方
が
、
一
九
七
六
年
法
で
は
、
一
般
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
近
年
の
法
に
よ
り
、
著
作
権
で
保
護
さ
れ
た
表
現
に
つ
い
て
誰
か
が
そ
の
意
味
を
と
り
（
ご
富
）
そ
れ
を
異
な
る
媒
体
に
変
形
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
著
作
権
で
保
護
さ
れ
た
（
先
行
）
著
作
物
と
本
質
的
に
類
似
し
て
い
（脳）
ろ（の弓の（目冨］］】の】昌一ｐＨ）と見なされたらいつでも、著作権が侵害されたことになる」。
「思想／表現二分法」は、表現されたもの（のこ『①の巴・ロ）がその媒体を変えながら表現市場を往来する現況に、
熊本法学116号'09）２８
著作権と表現の自由の調整原理（－）
二
従
来
か
ら
、
著
作
物
は
人
の
「
精
神
的
創
作
物
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
き
た
。
著
作
物
は
、
作
者
の
人
格
的
価
値
を
表
象
す
る
も
の
、
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
著
作
物
に
「
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
」
と
の
定
義
を
与
え
て
い
る
著
作
権
法
に
も
見
て
取
れ
る
（
二
条
一
項
一
号
）
。
そ
こ
に
い
う
「
創
作
的
」
と
は
、
一
般
に
は
、
創
作
者
の
個
性
や
独
創
性
の
現
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
例
え
ば
富
士
山
自
体
は
事
実
で
あ
り
、
何
人
も
富
士
山
を
表
現
す
る
こ
と
の
独
占
は
で
き
な
い
が
、
富
士
山
を
描
い
た
絵
は
事
実
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
事
実
で
あ
る
富
士
山
の
描
き
方
に
画
家
の
思
想
・
感
情
が
注
入
さ
（畑）
れ、その結果、具体的な絵という表現物に田心想・感情が現れているため著作物たりうる」のである。
こ
れ
ま
で
は
、
創
作
者
と
著
作
物
の
結
び
付
き
が
極
め
て
強
い
著
作
権
法
制
度
が
、
設
定
ざ
れ
運
用
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
著
作
物
の
創
作
性
に
人
格
的
要
素
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
理
論
構
造
に
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
概
念
の
探
究
に
当
て
よ
う
と
思
う
。
一
つ
ぎ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
著作権法で「保護されるもの」を「表現」（の〆亘のｍの］・ロ）と「保護きれないもの」を「思想」（この四）とよぶ
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
は
、
著
作
権
の
客
体
を
特
定
す
る
た
め
の
道
具
的
理
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
探
究
さ
れ
る
べ
き
は
、
な
に
が
著
作
権
法
の
客
体
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
著
作
権
法
で
「
保
護
さ
れ
な
い
も
の
」
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
生
産
的
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
網
羅
的
に
記
述
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
で
は
著
作
権
法
が
「
保
護
す
る
も
の
」
と
は
な
に
か
。
著
作
権
法
は
、
創
作
的
表
現
を
保
護
客
体
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
表
現
」
の
形
式
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
外
形
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
述
し
て
い
る
。
で
は
「
創
作
性
」
と
は
な
に
か
。
本
稿
は
、
残
さ
れ
た
紙
幅
を
、
創
作
性
３
「
表
現
の
選
択
の
幅
」
論
2９（熊本法学116号'09）
論 説
（伽）
わ
が
国
の
著
作
権
法
は
、
昭
和
六
○
年
に
、
あ
る
決
定
的
な
方
向
転
換
を
示
し
て
い
る
。
同
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
翌
六
一
年
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
著
作
権
の
客
体
に
含
め
た
法
改
正
は
「
人
格
的
要
素
と
い
う
意
味
で
の
創
作
性
の
程
度
が
低
い
も
（Ⅷ）
（Ⅲ）
の
」
ま
で
著
作
権
法
の
客
体
、
す
な
わ
ち
創
作
的
表
現
に
含
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
「
創
作
性
を
個
性
の
発
露
」
と
見
る
創
作
性
観
が
希
薄
化
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
創
作
性
概
念
に
新
基
軸
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
、
あ
る
論
者
は
、
著
作
物
の
多
様
化
状
況
を
う
け
て
新
た
な
統
一
的
創
作
性
概
念
を
（皿）
模索－」ている。新たな創作性概念を見てみよう。
「
著
作
権
法
の
目
的
は
文
化
の
発
展
に
あ
る
が
（
一
条
）
…
…
著
作
権
法
の
構
造
か
ら
、
文
化
の
発
展
と
は
思
想
・
感
情
の
表
現
で
あ
る
情
報
の
豊
富
化
に
あ
る
…
…
。
情
報
の
豊
富
化
が
著
作
権
法
の
目
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
趣
旨
に
従
い
、
創
作
性
概
念
を
、
思
想
・
感
情
の
流
出
物
と
し
て
の
個
性
で
は
な
く
、
『
表
現
の
選
択
の
幅
』
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
あ
る
作
品
に（Ⅲ）
著作権を付与してｊｂ、なお他の者には創作を行う余地が残されている場合に、創作性があると考えるべきである」。
こ
れ
を
要
約
す
る
な
ら
、
他
の
者
に
同
じ
こ
と
を
表
現
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
著
作
物
に
著
作
権
を
保
護
し
（川）
て
ｊ
Ｄ
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
創
作
性
を
「
表
現
の
選
択
の
幅
」
と
捉
え
て
、
こ
の
「
幅
」
が
あ
る
場
合
に
は
、
著
作
権
法
の
客
体
と
し
て
認
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
選
択
の
幅
」
の
あ
る
も
の
な
ら
、
た
と
え
著
作
権
者
に
独
占
的
利
用
権
を
付
与
し
た
と
し
て
も、その表現（の〆宮ののの］・ロ）で伝えようとしたことは別の表現（・弓の門の※頁のｍの】・ロ）で伝えることができるのだ
か
ら
、
表
現
市
場
に
お
け
る
「
情
報
の
豊
富
化
」
へ
の
弊
害
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
｜｜｜「創作性」を「表現の選択の幅」と再構成するこの議論は、「創作性」という日本語に付着している意味内
容を想起するなら、若干の違和感を覚えずにはおかない。ただ、著作権法が保護するものⅡ「表現」（の壱Ｈの①の】・ロ）
（鵬）
を
客
観
化
し
よ
う
と
す
る
そ
の
試
み
は
、
こ
れ
か
ら
確
実
に
洗
練
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
い
く
ｊ
Ｄ
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
思
考
法
の
当
否
(熊本法学116号'09）３０
著作権と表現の自由の調整原理（一）
（Ⅲ）
「
完
全
な
る
同
義
語
は
、
す
べ
て
の
セ
ン
テ
ン
ス
で
相
互
交
換
可
能
性
を
示
す
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
表
現
行
為
の
効
果
は
、
表
出
者
と
受
領
者
と
い
う
実
存
間
で
の
相
互
作
用
の
な
か
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
感
性
の
作
用
を
受
け
る
で
あろう。同意語（の百・二口〕・口の三・ａの）の有効性も、そのなかで計られなければならない。表現形式を変えれば、
【
貝
冨
の
い
う
よ
う
に
、
そ
の
意
味
内
容
ま
で
変
わ
っ
て
し
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
改
め
て
、
新
創
作
性
論
に
戻
る
と
、
そ
れ
は
「
表
現
の
選
択
の
幅
」
を
条
件
と
し
て
、
あ
る
表
現
の
独
占
を
是
認
し
て
い
る
。
と
こ
ろが、同じ意味を表す表現（同意語）があるとしても、それが同じ表現効果をもたらすとは限らないように思われ
る
。
表
現
効
果
に
関
心
を
も
た
な
い
表
現
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
表
現
の
自
由
と
い
う
憲
法
理
論
は
、
表
出
者
が
ど
の
よ
う
な
表
現
の
形
式
を
用
い
て
表
現
行
為
に
従
事
す
る
か
に
つ
い
て
ま
で
、
自
由
に
選
択
で
き
る
と
す
る
法
理
論
で
は
な
か
っ
た
か
。
（川）
を
判
定
す
る
準
備
は
本
稿
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
若
干
の
疑
問
点
を
付
記
Ｉ
し
て
お
く
に
留
め
る
。
創作性概念を上述のように転換したとしても、やはりある特定の「表現」（同じ意味を表すために「選択の幅」
の
あ
る
表
現
）
の
無
断
利
用
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
表
現
の
形
式
と
そ
の
内
容
と
は
、
な
お
峻
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
区
分
論
は
、
は
た
し
て
成
立
さ
せ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
現
さ
れ
た
内
容
は
、
そ
の
表
現
形
式
と
密
接
な
関
連
性
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
受
領
者
の
も
と
を
訪
れ
て
は
い
ま
い
か
。
５
．
尻
目
百
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「著作物の形式と内容とを明確に分離することはできない。話し方は話した内容ときちんと分離することなどで
きないのである。言語の著作物で使用された一一一一口葉を変えれば、そこで言われた内容の意味あいまで変えてしまう
（Ⅶ）
であろう」。
3１（熊本法学116号'0９
論 説
収敞されるであろう。
－
１
比
較
的
近
年
ま
で
、
著
作
権
法
が
表
現
行
為
を
制
約
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
原因を旧の日｝ご体く○一・二は一二項目にわたって詳述していた（はじめに一一参照）。
と
こ
ろ
が
著
作
権
法
は
、
何
を
言
っ
た
か
に
よ
っ
て
、
法
律
上
の
責
任
を
負
わ
す
（
言
巨
①
）
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
表
現
さ
れ
た
｛川）
ことそれ自体を、権利侵害の要因（の｝の曰のロ｛・帛弓の。【【のロの①）と理解している。本稿は、この点を注視して、著
作権保護を表現の自由論の重要な論点として構成しようと試みてきた。冒頭で展開した（○三・口の巴の①Ｓ論は、著
作
権
保
護
を
、
憲
法
学
の
伝
統
的
分
析
枠
組
で
論
述
す
る
た
め
の
準
備
作
業
で
あ
る
（
「
は
じ
め
に
」
参
照
）
。
２合衆国最高裁は、著作権と表現の自由とが対立したとき「思想／表現二分法」（己のロー①〆宮の①の】・ｐｓＳｏ（「
（伽〉
○日］）と「フェア・ユースの法理」（【巴『口の①Ｑ○・三口の）を拠り所にして、合憲判断を導いてきている。この一一法
理
が
著
作
権
法
に
法
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
著
作
権
と
表
現
の
自
由
と
の
両
権
益
は
、
立
法
段
階
に
お
い
て
既
に
衡
量
済
み
で
あ
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
そ
れ
ら
の
「
修
正
一
条
と
の
調
整
法
」
は
、
表
現
の
自
由
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
憲
法
学
に
よ
り
探
究
さ
れ
て
き
た
理
論
的
要
請
を
満
た
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
３
国
家
は
、
表
現
の
自
由
と
著
作
権
と
い
う
両
法
益
を
、
議
会
制
定
法
で
も
っ
て
利
益
調
整
し
て
い
る
。
著
作
権
法
で
あ
る
。
Ｓ三・口のの己の①Ｓ論の枠組みで著作権法を見るとき、そこでとくに探究されなければならないのは、以下の一一点に
①
ど
の
よ
う
な
表
現
行
為
が
不
法
行
為
（
著
作
権
侵
害
行
為
）
と
な
る
の
か
。
著
作
権
侵
害
の
成
立
要
件
と
し
て
法
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
表
現
規
制
法
令
に
求
め
ら
れ
る
形
式
的
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
。
第
四
節
小
括
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著作権と表現の自由の調整原理（一）
き
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
第
一
章
は
、
「
思
想
②
著
作
権
法
は
、
著
作
権
を
制
限
す
る
規
定
や
違
法
性
阻
却
事
由
な
ど
を
法
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
表
現
の
自
由
が
憲
法
上
の
重
要
な
法
益
で
あ
る
こ
と
に
十
分
な
配
慮
を
示
し
て
い
る
か
。
本稿では、「思想／表現二分法」について①の要請を、「フェア・ユースの法理」について②の要請を、それぞれ
適
切
に
満
た
し
て
い
る
か
と
く
に
注
視
し
て
い
る
。
｜
｜
上
述
し
た
よ
う
に
、
合
衆
国
最
高
裁
は
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
お
よ
び
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
」
が
著
作
権
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
著
作
権
と
表
現
の
自
由
の
両
権
益
は
立
法
段
階
で
調
整
済
み
、
と
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
思
考
法
の
淵
源
に
あ
る
の
が
、
二
・
三
言
白
日
が
一
九
七
○
年
に
発
表
し
た
論
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
著
作
権
と
表
現
の
自
由
と
い
う
両権益を定義的衡量（Ｑの〔言ご・目］富｝目・旨、）したその果実が、上記の一一法理であると述べたのである。また彼
は
表
現
の
自
由
の
憲
法
上
の
価
値
に
配
慮
し
て
、
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
」
に
該
当
し
な
い
表
現
の
利
用
形
態
の
み
が
、
著
作
権
法
で
禁
止
さ
れ
た
表
現
行
為
で
あ
る
と
明
記
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
著
作
者
の
利
益
に
配
慮
し
著
作
権
保
護
の
意
義
を
説
く
と
同
時
に
、
表
現
の
自
由
の
価
値
も
重
要
視
し
た
二
日
日
の
『
の
論
文
は
、
以
後
の
合
衆
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
、
絶
大
な
る
信
頼
を
集
め
た
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
学
界
に
お
け
る
批
判
的
評
価
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
裁
判
所
の
判
決
の
な
か
で
、
上
記
二
法
理
の
成
立
そ
の
も
の
を
疑
問
視
す
る
見
解
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
あ
ま
り
表
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
法
理
は
、
表
現
の
自
由
を
規
制
す
る
法
令
に
対
す
る
憲
法
上
の
疑
義
を
回
避
す
る
た
め
の
理
論
と
し
て
、
適
切
に
設
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
二
法
理
自
体
の
正
当
性
を
探
究
す
る
試
み
を
、
合
衆
国
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
お
座
な
り
に
し
て
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
に
つ
い
て
、
そ
の
理
論
自
体
の
正
当
性
を
探
究
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
本
稿
の
視
線
は
、
3３（熊本法学116号'09）
至噸
一一一著作権は、ある要件をロ
四・口）に限定されてはいない。
説
当
該
法
理
論
が
憲
法
上
「
保
護
さ
れ
る
表
現
」
と
「
保
護
さ
れ
な
い
表
現
」
の
明
確
な
区
分
を
提
示
で
き
て
い
る
か
、
こ
の
点
に
注
が
Ｊ
・
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
著
作
権
の
客
体
で
あ
る
創
作
的
表
現
を
、
そ
の
内
容
と
形
式
に
区
別
す
る
視
点
を
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
し
た
。
彼
の
着
想
の
眼
目
は
、
著
作
・
作
品
の
な
か
で
、
著
作
者
の
所
有
を
認
め
る
部
分
と
そ
う
で
は
な
い
部
分
と
を
、
区
別
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
こ
の
発
想
が
、
創
作
的
表
現
の
外
面
的
形
式
は
著
作
者
の
所
有
を
認
め
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
万
人
の
共
有
に
帰
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
二
分
論
と
な
っ
て
結
実
し
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
表
現
を
内
容
と
形
式
に
単
純
に
区
分
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
議
論
に
は
、
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
彼
の
議
論
は
、
創
作
的
表
現
の
形
式
を
、
そ
の
外
面
的
形
式
と
さ
ら
に
内
面
的
形
式
に
区
分
す
る
理
論
の
呼
び
水
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
創
作
的
表
現
を
外
面
的
形
式
と
内
面
的
形
式
に
区
分
す
る
立
論
の
有
意
性
は
何
処
に
在
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
理
論
を
下
敷
き
に
す
れ
ば
、
表
現
の
外
面
的
形
式
に
僅
か
な
変
更
を
施
し
た
だ
け
の
「
創
作
性
の
な
い
改
変
」
に
、
著
作
権
の
客
体
性
を
否
定
す
る
法
理
論
が
生
成
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
「
創
作
性
の
な
い
改
変
」
は
な
お
複
製
の
範
囲
に
留
め
置
か
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
原
著
作
物
の
著
作
権
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
外
面
ぞ
内
面
区
分
論
の
有
意
性
は
、
原
著
作
物
の
外
面
的
形
式
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
内
面
的
形
式
の
残
留
を
も
っ
て
、
後
続
著
作
物
を
二
次
的
著
作
物
と
認
定
す
る
法
理
論
を
生
成
し
た
こ
と
に
も
あ
る
。
原
著
作
物
か
ら
派
生
し
て
表
出
さ
れ
た
こ
の
二
次
的
著
作
物
に
は
、
原
著
作
物
の
表
現
が
残
留
し
て
い
る
の
で
、
原
著
作
物
の
著
作
者
と
二
次
的
著
作
物
の
著
作
者
の
著
作
権
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
議
論
は
、
「
思
想
」
と
「
表
現
」
の
間
に
明
確
な
境
界
を
画
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
逆
に
想
起
さ
れ
て
い
る
。
ある要件を具有する表現を、その客体としている。ただ、これは「逐語的表現」（の恩旦の〆亘のの‐
(熊本法学116号'09）３４
著作権と表現のに の調整原理（一）
せ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
中
山
信
弘
は
、
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
表
現
と
保
護
さ
れ
な
い
思
想
と
の
線
引
き
は
、
要
す
る
に
、
著
作
権
（Ⅲ）
を保護すべき表現とはなにかを画定する規範的線引きである、という。表現を外面的形式／内面的形式に区分し、
後者まで著作権の客体に含める通説的理解は、中山の言い方でいえば、創作的表現の内面的形式まで著作権法で保
護
す
べ
き
表
現
の
内
延
に
包
摂
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
立
論
は
、
ど
う
し
て
生
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
本
稿
は
、
表
現
を
外
面
／
内
面
の
二
形
式
に
区
分
す
る
立
論
の
成
立
背
景
を
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
○
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
見
ら
れ
た
芸
術
観
の
変
容
に
求
め
て
い
る
。
芸術観についての古典的見解（・］ロのの－８｝ぐ一のゴ）からロマン主義（幻・日四三三の日）へ変容は、「思想／表現」の
境
界
画
定
作
業
に
と
っ
て
決
定
的
と
も
い
え
る
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
ま
で
の
芸
術
性
は
、
事
物
の
理
や
聖
書
の
一
場
面
を
正
確
に
描
写
で
き
て
い
る
か
否
か
で
判
定
さ
れ
て
い
た
。
み
な
原
対
象
（・【垣冒｝・豆の。【）をいかに正確に描写するかに腐心していたのであり、聴衆にモチーフをいかに正確に想起させ
る
か
で
、
作
品
の
成
否
が
計
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
作
者
の
内
面
に
と
ど
ま
る
「
思
想
」
と
、
そ
の
外
的
有
形
化
で
あ
る
「
表
現
」
と
の
間
に
は
、
明
確
な
区
別
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
著
作
権
の
対
象
が
、
作
品
の
評
価
対
象
で
ある〃表出されたものそのもの〃（の園。（のご［のｍの］・ロ）に限定されていたとしても、それで十分だったのである。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
以
降
の
ロ
マ
ン
主
義
の
芸
術
観
は
、
芸
術
性
を
原
対
象
の
正
確
な
描
写
と
は
捉
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
作
品
の
外
形
的
形
象
は
、
な
に
よ
り
も
、
作
者
の
内
面
的
心
情
の
発
露
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
は
、
芸
術
性
の
評
価
対
象
が
作
品
か
ら
感
受
さ
れ
る
作
者
の
感
性
・
心
情
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
現
れ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
な
る
と
、
著
作
権
の
対
象
を
作
品
の
〃
表
出
さ
れ
た
も
の
そ
の
も
の
〃
に
限
定
す
る
理
論
で
は
、
作
品
の
財
産
的
価
値
の
保
護
も
、
作
者
の
さ
ら
な
る
創
作
の
誘
因
を
呼
ぶ
こ
と
も
、
ま
ま
な
ら
な
い
。
表
現
の
「
外
面
的
形
式
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
著
作
権
の
客
体
は
、
表
現
の
3５（熊本法学１１６号109）
論 説
五
本
稿
の
は
じ
め
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
著
作
権
は
表
現
の
自
由
を
制
限
す
る
法
概
念
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
権
益
を
調
整
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が
、
著
作
権
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
著
作
権
法
に
、
著
作
権
と
表
現
の
自
由
の
両
権
益
を
定
義
的
衡
量
し
た
帰
結
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
な
ら
、
当
該
調
整
原
理
は
、
表
現
規
制
の
文
脈
で
伝
統
的
に
確
立
さ
れ
て
き
た
憲
法
理
論
の
要
請
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
では第一章で論述してきた「思想／表現二分法」（己の四‐の〆亘の①の一・口曰ｓｏ（・曰ご）についてはどうであろうか。
憲
法
学
は
、
表
現
行
為
に
抑
制
効
果
を
も
つ
法
規
制
を
忌
避
し
て
き
た
。
そ
れ
は
表
現
行
為
を
抑
制
す
る
こ
と
が
、
表
現
内
容
に
対
す
る
正
当
性
な
き
干
渉
や
発
揮
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
表
現
行
為
の
有
効
性
を
減
殺
す
る
効
果
を
生
む
か
ら
で
あ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
著
作
権
の
客
体
で
あ
る
「
表
現
」
は
使
用
規
制
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
範
蠕
に
含
ま
れ
な
い
素
材
（
曰
昌
の
【
三
）
に
つ
い
て
は
、
自
由
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
先
行
著
作
物
に
影
響
を
う
け
た
場
合
で
も
、
そ
の
表
現
形
式
の
外
面
的
形
式
お
よ
び
内
面
的
形
式
の
残
存
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
後
続
著
作
物
は
新
著
作
物
と
し
て
の
地
位
を
獲
「
内
面
的
形
式
」
に
ま
で
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
著
作
者
の
思
想
ま
た
は
感
情
そ
れ
自
体
は
、
著
作
権
の
客
体
で
は
な
い
。
で
は
こ
の
思
想
感
情
そ
れ
自
体
と
、
こ
の
具
体
的
形
象
で
あ
る
表
現
の
内
面
的
形
式
と
の
境
界
は
、
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
境
界
確
知
の
困
難
性
を
認
識
さ
せ
た
の
が
、
「ぼくのスカート」事件の東京地裁による翻案定義であり、二ｓ。｝の事件での四四己裁判官の抽象化テストであり、
○
言
【
の
①
の
パ
タ
ー
ン
・
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
「
思
想
／
表
現
」
の
境
界
を
求
め
る
試
み
か
ら
派
生
し
た
「
内
面
的
表
現
／
思
想
感
情
そ
れ
自
体
」
の
境
界
を
求
め
る
試
み
は
、
ま
る
で
循
環
小
数
の
値
を
永
遠
に
書
き
続
け
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
（辺）
芸
術
観
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
を
契
機
に
、
「
思
想
／
表
現
一
一
分
法
」
は
、
「
死
に
ぎ
わ
の
」
（
曰
・
ロ
ウ
目
□
）
法
理
論
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
(熊本法学116号'09）３６
著作権と表現の自由の調整原理（－）
得するとされている。ところで著作権の客体である「表現」について、換一一一一口すると、著作権法で使用規制される
「
表
現
」
に
つ
い
て
、
そ
の
概
念
は
確
定
的
に
提
示
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
著
作
権
法
に
よ
り
「
保
護
さ
れ
る
表
現
」
は
不
確
定
要
素
に
苛
ま
れ
、
当
該
概
念
を
定
式
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
論
述
し
て
き
た
。
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
と
い
う
①一四畳・円已のは、表現規制を正当化する論拠にできないであろう。
「思想／表現二分法」は、もともと著作権の客体を記述するための説明の法理だったのではなかろうか。それな
ら
ば
、
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
も
の
／
保
護
さ
れ
な
い
も
の
を
説
明
す
る
一
般
的
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
は
成
立
す
る
が
、
あ
る
マ
テ
リ
ア
ル
（
素
材
）
が
ど
ち
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
な
の
か
を
決
定
す
る
ル
ー
ル
と
は
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
「
思
想
／
表
現
二
分
法
」
を
単
独
で
分
析
し
、
こ
の
法
理
論
が
伸
縮
性
に
富
む
性
質
を
も
つ
こ
と
を
論
証
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
著
作
権
法
の
憲
法
上
の
正
当
性
を
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
憲
法
は
、
創
作
的
表
現
の
「
公
正
な
使
用
」
に
該
当
し
な
い
表
現
行
為
を
、
法
律
で
も
っ
て
制
約
す
る
こ
と
は
な
お
許
容
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る。（これが、Ｓ三・口ののｂの①Ｓ論の要諦であろう）。
著
作
権
で
保
護
さ
れ
た
著
作
物
の
公
正
な
使
用
形
態
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
術
語
で
あ
ろ
う
か
。
次
章では、「フェア・ユースの法理」（ご【局のＱ○・三口の）について詳論しよう。
（注）（可１）］○ｍの□す
ＨｐＣ・」①「②）
（？』）｛。『ご○ロハ
］○吊己宮門○の口一戸
（○三・口ののロの①Ｓという概念については、
」ミ」ゴミ殉ミ一○＆已雪》『ロ苫＆ロ》ご自目シショヨＰ②四（の【の、。ご□臼（８○穴のＱ・・ロ・勺・口巨（。ご陣○○・》
ひとまずの⑮の□回ご己シ・シニの『の。Ｐ日ペ）三・量のぎ③。＆・觜三二畠・陣・旧目Ｐ
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（四）西日□の円陣幻○ョ．Ｕこす］】のぽの円の》Ｈｐｐぐ・ｚｇ】○ごロロ（の『己国の①の》閂目○・》←「桿口・の．、②Ｐｍｍｍ（骨のの、）
（ｕ）切隠□・の・○ｏｚの『・口風・目》か、》○」．②．
（巴）の⑮③○口ご①へ国○日の○○日日巨已○日］○口○○『□・『・Ｚのブョ。［丙勺ＨｏＱの・・百○・》①○四句．⑱Ｑ⑭四℃》⑦一℃（］岸ロ○胃・」①①Ｃ）》の③③巳②○
国日己臼倖困○コ》』『］ご・の。》日切、⑭。
（旧）旧の曰一のご陣『・｝・【戸の唇自白・什の、》臼］空．（具体的引用先は明記されていない）。
（７）②③⑮円。『＆．》□（」、、』①『．
（８）の。①□四］］四ｍ○○ミワ。『の○ずの①堅のｍＱの［の〉閂ロ○・ぐ・の○○円のウ○四『Ｑ勺○の庁の円の．Ｈロ○・一①○○句・図Ｑ］」②一・］」、②（、〔ず○吋．」①「①）・の①の
巳８四口９ｍのロの「・Ｚ伊両国》←、鰐口・の．、Ｃ「（』①「①）．
（９）の⑮のｚのニョ＆・昌曰】日のの○○ぐ．ご巳（のＱの（ｇのの》きいｐ．ｍ．「屋「②］ヨ」（］①己）（ご二言・］・・８口目昌口、）（著作権
という私法的な司法上のエンフォースメント（ロゴ日の］＆ご巴のご｛・局・の曰の日）は、統治に関する問題（ｍ・ぐの日日の日旦‐
莅
冨
）
の
情
報
公
開
禁
止
を
求
め
て
政
府
が
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
と
比
べ
れ
ば
、
同
程
度
の
修
正
一
条
上
の
危
険
を
発
生
さ
せ
る
わ
け
で
は
（３）○・国ロニョ」ご田、
（４４）円ｃ｛＆．》囚（の①餌
（５）三日【し・伊の日
当］←「や』①、０］①①
（６）写ａ・》臼屋い
な註￣
・
'4＞邑
。
幻向く．『・ロ①①。）・
）○・国ロニョ」口田口丙の【》
三日【し．Ｆの曰」の『倖固ロ、のロのご・］○二》●、ざミミョミ、胃⑮＆ロミ、一己冨昌・弓②
（』①①、）。
、尋恩」ミ①ヨロミ①員旧署員冴○苫○Ｃ口ご貝四貢．、、ぐシｚ□・旧・幻向く．②①］》、①、（、○○国）．
言』苫討』』Ｒ冒巳用》・Ｃｓ（ごｐ局⑯の》一ｍ□ご【向い
(熊本法学116号'09）３８
著作権と表現の自由の調整原理（一）
（旧）「思想／表現二分法」については、たとえば「著作権は『思想の市場』を規制するものではない。なぜなら、著作権は表
現を保護するだけであるから」というの亘伜三日ご【『・津目の］のぐ巨・ご勺Ｈｏｓｓｏｐの．百・・ぐ・言・ロ・目］９．の○○日．．、の、可・
屋」］ヨ』」『①（①三口円」①ゴ）を参照。
ま
た
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
修
正
一
条
で
保
護
さ
れ
た
価
値
と
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
た
価
値
と
の
抵
触は、これまでフェア・ユースの法理により解決されてきている」とした三巴ご三国、三の①○日三のの》百・・ぐ・言巴］の（・
弓目のｇｐｏｏ８・》、記句．、ロ①』（国己Ｑ『」①。）を参照。
（別）、患」「□・の・○・か］○ｍ（。）伜」『□・の．○か］。『・
（Ⅲ）ロ］ＱＨのＱぐ・少ｍｐｏＲｏ津．、②『□・の。］ｍＰｍ］①（国○○②）・
（皿）同一ＱＨのＱぐ・用のごＰ四四℃句．、□②「画》②「⑰（□・○・○吋・ｍＣＣ］）・
（鍋）両亘『のｑ・》、②「□・の．》９ｍ画民・
（皿）阪本昌成『憲法理論Ⅱ』（成文堂、一九九三年）二五一頁。
（
筋
）
阪
本
・
前
掲
書
（
註
別
）
二
四
九
’
二
五
○
頁
を
本
稿
の
視
点
か
ら
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
た
。
元
）
同
書
二
五
一
頁
。
著
作
権
を
め
ぐ
る
憲
法
学
の
分
析
枠
組
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
著
作
権
を
み
る
憲
法
学
の
視
点
に
つ
い
て
」
熊
本
法
学
一
〆￣へ〆￣へ〆へ〆￣､〆－，
１８１７１６１５１４
、－〆、-〆、－〆、￣、.＝
Ｓ１ｐｄＺＮＣＤミニ当肖§
ｍ③の）⑮．四・）○四Ｑのロｏの□のの］ｍｐｍ］の（の日の》百○・ぐ・少ぐ四口（一○○［ｂ・・］い、句．⑭９ｍｍ鰐》の、の‐、画「（①（す○月・得①①「）・
国四○○三曰く・の○国□己の‐国○舅凸ＨＱｍＨｏｐＱ○口の（］ロ、．○○・）』②②□・の．□のい、『②（骨①『「）・
Ｚの言＆。Ｈ丙曰】日のの○○・ぐ・口已（のＱの百片のの》←。②ご・の．『」②》『、の（」①『」）（、円のロロロロ］・》ｏｏｐｏＥｑ旨、）・
西日己の円陣幻○言》←「」ロ・の．》９ｍ①Ｐ
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グー、〆￣ヘ／￣へ〆■へ
３２３１３０２９
、-－～－－、＝〆、－〆 一四号一頁以下（二○○八年）も参照されたい。
（”）公務員に対する名誉段損について「現実の悪意ルール」（四・白四一日四一一８『巳の）を提示したｚの葛已・『穴日旨ののｏｐぐ・
の巳三四Ｐ②「のご・の。、、』（］①量）は、本稿の庁○三・口のの□の①ｓ論の分析枠組に適合的な事例である。
本件で合衆国最高裁は、ある一一一一口論が名誉段損となる言論（・の｛口白日・どの己の①Ｓ）であったとしても、それが公職にある
者（Ｅ三Ｇ．霞・巨）に向けられたものであるときには、以下のことを当該言論の違法性を主張する側が立証しなければ
な
ら
な
い
と
し
た
。
そ
れ
は
、
当
該
言
論
の
表
出
者
が
そ
の
言
論
内
容
を
虚
偽
で
あ
る
と
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
虚
偽
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
無
謀
に
も
無
視
し
て
公
表
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原
告
側
が
当
該
要
件
の
立
証
に
失
敗
す
れ
ば
、
上
記
言
論
は
、
名
誉
段
損
と
な
る
言
論
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
修
正
一
条
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
現
実
の
悪
意
ル
ー
ル
」
の
要
諦
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
合
衆
国
最
高
裁
は
、
あ
る
言
論
を
不
法
行
為
と
し
て
制
約
す
る
こ
と
が
憲
法
上
正
当
な
基
礎
を
も
つ
か
、
と
理
論
構
成
し
て
いる。８三・口ののロ①の＆の分析枠組がここに顕現している。
（
羽
）
著
作
権
が
い
か
な
る
権
益
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
著
作
権
保
護
は
な
に
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
、
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
著
作
権
が
い
か
なる８口・のロの下にあるかということは、非常に興味深いものである。この点については、著作権という８口Ｏの口を□『・‐
ご『一のＢｑ８ｐＣのロと［の、已囚（・ｑ８ｐＣので〔の対比を用いて検討しているＦ・勺口耳の『の。□の議論を導きの糸として、他日、再
検討を期したい。の⑮ＰＦ・勾旦祠貰の『の。Ｐ田ざ⑮蓬・・ｇｏ。ご『碕貢Ｑミコミ房。》色二ｚｐＦ・幻図・」．、‐］②（］①の『）．
向亘『のＱ》、②「□・の．》四（い］ｃ・
横
山
久
芳
「
著
作
権
の
保
護
期
間
延
長
立
法
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
ｌ
ア
メ
リ
カ
の
○
三
憲
法
訴
訟
を
素
材
と
し
て
ｌ
」
回亘『の９ｍのゴロ・の。》ロ〔、□］・
西日□の【陣幻○舅「》一コ□・の．》９ｍ①①．
(熊本法学116号'09）４０
著作権と表現の自由の調整原理（
＆
」
三
豊
。
（
蛆
）
野
一
色
勤
四六頁参照。
（狐）同論文六町
（妬）著作権法一
（妃）ショご口・○・ロ①Ｐｏ８旨碕ミＥｇｐ員＆の」唇忌＆○｛忌日言ご『この亘自‐回ご忌量・苫□三・ｓヨビロミョのミミミミご
＆」三豊同吝言冒品ミ③員Ｐの三三口Ｆ」」司画三（」①①○）・
（
翌
野
一
色
勲
「
同
一
性
保
持
権
と
財
産
権
」
紋
谷
暢
男
教
授
還
暦
記
念
「
知
的
財
産
権
法
の
現
代
的
課
題
」
（
発
明
協
会
、
一
九
九
八
年
）
六
〆￣へ〆￣ヘ－－へグーへ〆￣へ〆～へグーへ
４１４０３９３８３７３６３５
、－〆、－〆、－〆～－－～-－、-－、－－ 学習院大学法学会雑誌一一一九巻二号一九、一一一七頁（二○○四年）。
（羽）三の一三一の、・三【目】の『．□。⑮②◎。ご畳冒」言烏、辱き、言（」ミのミヨの員Ｏ屋ミロミ①の②＆田高ＱｍＣ⑮のｓロ己帛さ②具］「
ご○ＰシＦ・幻向く。』］の○（］①「ｅ・
（弧）の①の三の］ａ］］の口二目日の［．ご》の河崎ミＳｍＣ８万（）ロミヨミの②『○ヨミの牝。『且」ミ目ロミのミヨ言。ご」ご已一（＆（○ト＆のヘ
ロ苫巨一ｓのＰｐＣ｛８口『。殆〕＆ごロロビマロ①○シＦ・Ｐ・幻向く。①山口（］①①⑭）・
（弱）二目己の『論文を紹介する阿部浩二［』①三‐」］アメリカ法一一一一四、一三五頁参照。
（弧）阪本昌成『憲法理論Ⅲ」（成文堂、一九九五年）二八頁。
（ｗ）佐藤幸治「憲法」（第三版、青林書院、一九九五年）五一一四頁。
（犯）三一日日の『・回屋、「ロロ○（の②輿口庁』」の、．
（羽）横山・前掲論文（註犯）三八頁参照。
（Ⅲ）ロ四六四ぐ・の①｝Ｑのロ》」○］□・の。①①（］の②①）。
『Ｃ（ａ・・ロ（］○口
著
作
権
法
二
七
条
は
著
作
者
に
翻
案
権
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
条
文
の
文
言
上
は
翻
案
に
創
作
性
が
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
本
文
同
論
文
六
四
七
頁
参
照
。
4１（熊本法学116号'09）
論 説
（卯）同書一三○頁。
（皿）半田正夫『箸」
（〃）｜一次的著作物は、原著作物から派生した（Ｑの『）ぐ昌ぐの）著作物なので、「派生的著作物」（□＆ぐ昌ぐの弓・『丙）と呼ばれ
る
こ
と
も
あ
る
。
野
一
色
・
前
掲
論
文
（
註
佃
）
六
五
二
頁
参
照
。
（組）中山信弘『著作権法』（有斐閣、一一○○七年）一一一一一頁。原著作物と二次的著作物とは別個の著作物である。二次的著作
物
が
共
同
著
作
物
（
一
条
二
項
一
二
号
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
（⑲）この点については、｜連の「キャンディ・キャンディ事件」で確認されている。東京地判平一一・二・二五判時一六七
一一一号六六頁、その控訴審である東京高判平一一一・一一一・一一一○判時一七一一六号、さらにその上告審である最－判平一三・一○・
二
五
日
判
時
一
七
六
七
号
二
五
頁
参
照
。
原
著
作
者
が
二
次
的
著
作
物
の
著
作
者
と
同
じ
内
容
の
権
利
を
も
つ
よ
う
に
読
め
る
二
八
条
の
規
定
（
原
著
作
者
が
二
次
的
著
作
物
の
著
作
者
と
「
同
一
の
種
類
の
権
利
を
専
有
す
る
」
）
に
つ
い
て
、
中
山
信
弘
は
、
「
原
著
作
物
の
著
作
者
が
二
次
的
著
作
物
に
関
し
て
権
利
行
使
で
き
る
範
囲
は
、
原
著
作
物
の
表
現
が
感
得
で
き
る
範
囲
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
原
著
作
者
の
権
利
の
範
囲
を
限
定
す
る
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
中
山
・
前
掲
書
（
註
佃
）
一
三
四
頁
。
で
論
じ
た
よ
う
に
、
「
翻
案
と
は
創
作
性
の
あ
る
改
変
の
こ
と
を
指
す
」
と
理
解
し
た
方
が
、
著
作
権
法
の
他
の
条
文
理
解
と
の
関
係
で
平
灰
が
あ
う
と
思
わ
れ
る
。
野
一
色
・
前
掲
論
文
（
註
側
）
六
四
八
頁
も
「
現
行
法
及
び
判
例
は
ゆ
る
や
か
説
に
属
し
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
妬）もっとも、二次的著作物の著作者とその利用者との間での紛争が少ないためか、原著作物にどの程度の創作性が付加さ
れ
る
と
二
次
的
著
作
物
の
生
成
を
み
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
不
分
明
で
あ
る
。
島
並
良
「
二
次
創
作
と
創
作
性
」
著
作
権
研
究
一
一
八
号
（
二
○
○一年）一一八、三四頁参照。
『著作権法概説』（第一三版、法学書院、二○○七年）九六頁。
(熊本法学１１６号'09）４２
著作権と表現の自由の調整原理（－）
〆￣、〆￣、〆￣へグーヘ／￣へ〆￣、〆￣へ
６３６２６１６０５９５８５７
、－－、－〆、－〆、－〆、－〆、－－、－〆
（
別
）
フ
ィ
ヒ
テ
の
旨
冨
三
句
・
『
曰
区
分
論
が
へ
－
ゲ
ル
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
理
論
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
、
西の］ロ『］・ロ出呂曰Ｐ目（二四貝のＱ用の言】己の円（四ｍ．））》ごＳのすの『‐口己ぐの１ｍｍの［の○頁「・少＆］．（」①①］）・のＥ‐］、を参照。
四号曰四目は、フィヒテの理論が後の］・【○三の『の無体財産権論にも影響しているとしている。これらの点を指摘している、
河
中
一
學
「
著
作
者
人
格
権
に
つ
い
て
ｌ
カ
ン
ト
の
論
考
を
中
心
と
し
て
」
成
田
頼
明
先
生
横
浜
国
立
大
学
退
官
記
念
「
国
際
化
時
代
の
行
政と法』（松田保彦他編集代表、良書普及会、一九九三年）八七九、九二一一一’九一一四頁も参照。
（
亜
半
田
・
前
掲
書
（
註
別
）
七
五
頁
。
（
船
）
同
書
七
五
’
七
六
頁
。
半
田
正
夫
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
議
論
に
対
す
る
批
判
を
二
点
に
要
約
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
点
に
つ
い
て
は
本
文
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
も
う
一
点
に
つ
い
て
は
本
稿
の
関
心
の
枠
外
な
の
で
割
愛
し
た
。
（印）半田・前掲書（註別）七六’七七頁。
（皿）］○すロロロの。＃］】
］四○○ウ（国、．）》二言
（別）ロウロ・》の』。、魚．
中山・前掲書（註蛆）四八頁。
同論文同頁。
野
一
色
・
前
掲
論
文
（
註
翌
六
五
一
頁
。
中
山
・
前
掲
書
（
註
塑
四
八
頁
。
野
一
色
・
前
掲
論
文
（
註
蛆
）
六
五
一
頁
参
照
。
同書七七頁。
］○すロロロの。＃］】のウ司旨声（の》
○○ウ（国、．）》ごく円丙の．□□」
□のぎの］のＱの『ごｐＨの○ヶロゴ山のの】ぬ丙の再Ｑのの、⑤○すの【ロロｏｐＱＨｐＯ丙の》一目幻の曰ゴロ『ロ伊ロ巨庁ゴロロロ四四口の
（」①量）》の。』ｓ・このことを指摘している半田・前掲書（註別）七五頁以下も参照。
4３（熊本法学116号'09）
論 説
命
）
野
一
色
・
前
掲
論
文
（
註
妬
）
六
五
一
頁
。
（ｗ）東京地裁平成六年三月一一三日民事第二九部判決（判例時報一五一七号）。
（
館
）
言
語
著
作
物
等
の
翻
案
の
有
無
を
判
定
す
る
要
件
を
定
式
化
す
る
渋
谷
達
紀
「
翻
案
の
概
念
」
民
商
法
雑
誌
一
三
七
巻
一
号
（
二
○
○
七
年
）
（
開
）
二
次
的
著
作
物
に
関
す
る
一
（註妬）三○’一一一一頁参照。
（
巴
野
一
色
・
前
掲
論
文
（
註
蛆
）
六
五
一
頁
。
（
開
）
二
次
的
著
作
物
に
関
す
る
「
重
畳
的
な
権
利
関
係
」
が
情
報
の
流
通
に
と
っ
て
阻
害
要
因
と
し
て
働
く
こ
と
に
つ
い
て
、
島
並
・
前
掲
論
文
渋
谷
論
文
は
、
言
語
の
著
作
物
に
お
け
る
翻
案
行
為
に
つ
い
て
、
平
成
一
三
年
六
月
二
八
日
の
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
（
江
差
追
分
事
件
上
告
審
判
決
、
民
集
五
五
巻
四
号
八
三
七
頁
）
が
、
従
来
の
定
義
（
「
ぼ
く
の
ス
カ
ー
ト
事
件
」
な
ど
に
お
け
る
そ
れ
）
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
い
わ
く
「
言
語
の
著
作
物
に
お
け
る
翻
案
と
は
、
既
存
の
著
作
物
の
「
表
現
上
の
本
質
的
な
特
徴
の
同
一
性
を
維
持
し
つ
つ
、
具
体
的
表
現
に
修
正
、
増
減
、
変
更
等
を
加
え
て
、
新
た
に
思
想
又
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
接
す
る
者
が
既
存
の
著
作
物
の
表
現
上
の
本
質
的
な
特
徴
を
直
接
感
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
別
の
著
作
物
を
創
作
す
る
行
為
」
（
民
集
五
五
巻
四
号
八四○頁）をいう」（同論文一四頁）。
こ
こ
に
い
う
、
表
現
上
の
特
徴
の
直
接
感
得
性
に
つ
い
て
、
渋
谷
は
、
従
来
の
定
義
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
作
品
の
内
容
の
同
一
類
似
性
」
要
件
の
「
置
き
換
え
」
二
五
頁
）
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
翻
案
行
為
該
当
性
判
断
に
つ
い
て
の
基
準
と
し
て
は
、
従
来
型
の
も
の
と
近
時
の
そ
れ
と
で
、
決
定
的
な
違
い
は
な
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
最
高
裁
に
よ
る
翻
案
概
念
の
再
構
成
は
、
言
語
等
に
よ
る
著
作
物
（
渋
谷
は
こ
れ
を
「
悟
性
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
著
作
物
」
と
い
う
）
と
美
術
や
写
真
、
音
楽
の
著
作
物
（
彼
は
こ
れ
を
「
感
性
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
著
作
物
」
と
呼
ん
で
い
る
）
で
異
な
っ
て
い
た
翻
案
概
念
に
、
統
一
「
一
八
’
’
九
頁
参
照
。
渋
谷
論
文
は
、
言
語
の
》
(熊本法学116号'09）４４
著作権と表現の自由の調整原理（－）
〆■へ〆￣へグー、／￣へ〆￣へ〆＝へ／■～グー、〆￣へ〆￣へ〆￣､グー、
８４８３８２８１８０７９７８７７７６７５７４７３
，－〆、－=～-－、－〆、-－、－〆、－〆、－－、－〆、－〆－－－、－－ 害」（二六頁）
（的）同論文五頁。
元
）
作
品
の
内
容
し
（刀）ｚ冒すｓのぐ・
（犯）与国・・日后
的
理
解
を
構
成
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
渋
谷
論
文
の
要
諦
は
、
最
高
裁
の
試
み
が
翻
案
の
概
念
を
分
析
す
る
「
理
論
的
研
究
の
障
害
」
（
二
六
頁
）
と
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
深
入
り
は
こ
こ
で
は
自
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『》（ａ．
『Ｃ一口・・ロ（、』②．
の①⑮の（○三のぐ・日ロ○口〕四ｍ・国②句・○四の．、○］（○・○・ロ・ロ・勺四・」の、②）・
困○ウの【（＆四］の回す。爲宛○臣冨旦暮⑮用さ＆唇弔ざｓ「弛曰言ａ①ロー回冨Ｃ「、②巴○苫田三一口Ｃご言ロミｇのＤＣミミ崖三目試○苫のミミミ》］』
ご亘・
ご亘・
○○ｐのロ》②虞、ペロロ。（の←蝉口（ｍｍＰ
Ｕの（のＲｂ囚ご句ロウロ○の》閂ごＣ・ぐ・戸［ｐＨはロニベの一口の【○○円己・・四司令句・図Ｑ一ｍ「》←の①（ロロ○月・」①①。）・
の⑮の国のＣ冨己呂○冨帛のの』Ｈ・・冗呉①畳・言の○百言のト目）＆ＣＣＧビ「（四貢余○・Ｅ三・伊・勾図・ロ○②（」①一ｍ）．
中
山
・
前
掲
書
同
書
・
四
七
頁
。
作
品
の
内
容
と
は
、
言
語
の
著
作
物
の
翻
案
に
関
す
る
従
来
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
作
品
の
筋
書
き
や
構
成
の
こ
と
で
あ
る
三一○す。」のぐ・ロョぐの【の口］四日ｐ円のの○○・・一①句．、Ｑ」」①（ｍｐＱｏ】『・］①②○）．
同様の指摘をする○・ヶのＰ②邑日ロ。（の←い日居Ｐヨ』の、を参照。
中
山
・
前
掲
書
（
註
塑
四
八
頁
。
￣
[、、
￣
（同論文一五頁）。
4５（熊本法学116号'09）
論 説
（、）ご国・》四（かか」（ｅ》（の）．
〆■へダーヘ〆■へ〆￣へ〆￣、〆■へ〆￣ヘ〆■へグー、〆■へ グーへ
9９９８９７９６９５９４９３９２９１９０８９
－￣￣－－￣￣－－￣四一宣旨萱きき蒼旨旨言三頁宋
（師）②の⑮○○面のＰの
（師）の８●写員．》日
（鍋）●写己・》９，○余
面
）
中
山
信
弘
「
著
一
（妬）の８『ご＆．
□○ＦシＰ・幻向く．「②ロヨー②（］①⑦「）。
○○宮のロ》の忌己「ロロ。（のＰ脚四（四○］》｛ご］○①
シＲｏｍ三口ご函円》］「①Ｐｏｐ・」ロ」の白｛・］山一（『の己の巴のＱ』②②］）・
の①のシ○（○ｍ少ｂＨ・ロ①》］の○四・○宮・山。かい画の白（・〕「］・
の§し○（○ｍ句のウ・山・］②②」》○ロ・胃Ｐか』．←の白（・一山ｏ・
の①の○○ｐのご》の昼ご『国ロ。【の心い囚（、。←
しｇｏ【少巨、．］Ｐ」の、。○宮・」①Ｐ］］の（臼・］山の・
少○（。【］巳『の．』⑭「Ｐｏｐ・国②Ｐ》の①。］①の白（・」①印画民ｍ・
少。（。【］四ＰＱ］、①『》０戸』．ｍＣのご〔・Ｐの』（四日のロＳｐｍＢ】（」の①Ｐ○ず．②・か一℃①①○ｍ（すの幻のぐ］の①Ｑの白（ロ（のの）・
めの⑮○○汀のロ》②黛已ペロロ。【の』、》口（、○余【ロ・］』○・
シ○（。【三四【・←・」①○①》○戸山口Ｐか〕（ワ）・函、の（巳・得」「、．
の⑮③。ご｛＆・・四（］の①』、「。
の①の○○面のＰの黛已ミロロ○芹①←い□｛
「著作権法の動向」鴻常夫先生古稀記念『現代企業立法の軌跡と展望」（商事法務、一九九五年）八七三、八七
］、←‐」、の。］①、０」①①。
(熊本法学116号'09）４６
著作権と表現のに の調整原理（一）
（
伽
）
宮
武
久
佳
「
知
的
財
産
と
創
造
性
」
（
み
す
ず
書
房
、
二
○
○
七
年
）
八
六
頁
。
そ
こ
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
の
英
雄
物
語
に
つ
い
て
は
吟
遊
詩
人
が
、
『
平
家
物
語
」
に
つ
い
て
は
琵
琶
法
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
作
品
を
伝
え
る
乗
り
物
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（川）○・ヶのＰ吻邑ミロ。（のだ》四（四三ョ」］］・
（叩）ロウ・貢②邑日ご・（の詮》四〔三①・
耐
）
中
山
・
前
掲
書
（
註
佃
）
三
七
頁
。
（
伽
）
中
山
・
前
掲
論
文
（
註
聖
八
七
四
’
八
七
五
頁
参
照
。
（川）潮海久雄『職務著作制度の基礎理論」（東京大学出版会、二○○五年）二○二頁。
（Ⅲ）中山・前掲書（註組）五一頁。
（
皿
）
著
作
権
法
学
会
は
二
○
○
一
年
に
「
創
作
性
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
、
著
作
権
研
究一一八号（一一○○一年）で『の己の急できる。パネリストの報告をうけて行われた討論において、この新創作性概念の提唱者
は
、
著
作
権
法
の
な
か
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
と
い
う
異
質
な
も
の
が
挿
入
さ
れ
た
昭
和
六
○
年
を
「
エ
ポ
ッ
ク
」
と
し
て
と
ら
え
、
著
作
権
法
に
お
け
る
創
作
性
を
統
一
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
こ
の
発
想
が
出
て
き
た
と
い
う
（
同
四
三
頁
の
中
山
発
言
参
照
）
。
（Ⅲ）中山・前掲書（註佃）五一一’五三頁。
ま
た
「
情
報
の
豊
富
化
」
と
の
関
係
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
同
様
の
思
考
法
は
、
合
衆
国
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下
の
言
説
を
（川）②⑮の○ゴロユののロ．○○］］曰の》の（
（肌）］「ロ・の・○・か』Ｃ』（］①の巴。
（Ⅲ）シ◎（○ｍ二四『・←．』①ＣＰＣ戸四四Ｐか」（ウ）・ｍｍｍＢ（・』Ｃ「、。
（Ｍ）の③⑮○○宮のロのこつ【ロロ。（の←い日画○一》扁口・臣」・
（川）②⑮の○宮『一ののロ・○・］］言・の・ミの○Ｃ②・言８ミロ・ロミ鳥の＆暑のト目）ａＯｏご「碕貢」の．○シｒ旧・勾図・］画「』②①（］①山、）。
4７（熊本法学116号'0９
論 説
た
と
え
ば
、
著
作
権
法
一
○
条
二
項
は
、
事
実
の
伝
達
に
す
ぎ
な
い
雑
報
や
時
事
の
報
道
の
著
作
物
該
当
性
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
雑
報
・
時
事
の
報
道
に
つ
い
て
は
、
誰
が
書
い
て
も
同
じ
よ
う
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
選
択
の
幅
が
狭
い
と
い
う
観
点
か
ら
創
作
性
が
否定される結果、著作物性が否定される」からである（同論文九頁）。
ま
た
「
地
球
は
回
っ
て
い
る
」
と
い
う
自
然
法
則
自
体
の
表
現
に
は
著
作
物
性
が
否
定
さ
れ
る
が
、
「
自
然
法
則
を
説
明
し
た
文
章
で
も
、
そ
の
表
現
自
体
に
個
性
が
現
れ
て
い
れ
ば
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
他
の
者
が
同
じ
自
然
法
則
を
他
の
文
章
で
表
現
で
き
る
選
択
肢
を
残
し
て
い
る
ならば、著作物たりうる」としている（同論文一○頁）。
（
雌
）
事
実
や
デ
ー
タ
な
ど
の
編
集
物
の
著
作
物
性
（
著
作
権
客
体
性
）
を
分
析
す
る
、
横
山
久
芳
「
編
集
著
作
物
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
ｌ
職
業
別
電
話
帳
は
果
た
し
て
著
作
物
な
の
か
？
ｌ
」
コ
ピ
ラ
イ
ト
四
七
五
号
二
頁
以
下
（
二
○
○
○
年
）
、
同
「
編
集
著
作
物
概
念
の
現
代
的
意
義
ｌ
「
創
作
性
」
の
判
断
構
造
の
検
討
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
著
作
権
研
究
三
○
号
一
三
九
頁
以
下
（
二
○
○
三
年
）
参
照
．
上
述
の
論
文
は
、
編
集
著
作
物
の
著
作
権
保
護
対
象
は
、
編
集
物
と
い
う
具
体
的
な
著
作
物
で
は
な
く
、
編
集
者
の
編
集
方
法
や
編
集
体
系
で
あ
る
と
い
う
、
（Ⅲ）中山信弘「著作権法」
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
表
現
上
の
類
似
性
は
、
創
作
さ
れ
た
も
の
の
性
質
上
、
類
似
性
の
発
生
が
避
け
が
た
い
限
度
に
お
い
て
、
権
利
侵
害
に
は
該
当
し
な
い
」
（のＥｐＱ》［ごＣ・ぐ・の日】｝の閂貝の【ご口は○口四一ＨｐＰの皀因のロ己Ｄ・①一瞬①一ｍ（ロ・ロ・Ｚ・＆・」①ｍの））。
「思想（己８）やそれを叙述するとき必然的にあるいは共通に使用される要素（の｜の曰の貝の）は、そのことを理由として、
著
作
権
性
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
基
本
的
思
想
の
選
択
に
よ
り
必
然
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
芸
術
家
の
個
々
の
選
択
が
表
さ
れ
ている描写（Ｑの邑一）が、著作権で保護できるものと考えなければならない」（○・言Ｐの唇、ロロ・庁の』凹旦画］①）。
）
中
山
信
弘
「
著
作
権
法
に
お
け
る
思
想
・
感
情
」
特
許
研
究
三
一
一
一
号
（
一
一
○
○
二
年
）
五
頁
以
下
に
は
、
い
く
つ
か
の
例
を
用
い
て
、
こ
の
参
照
さ
れ
た
い
。
(熊本法学116号'09）４８
著作権と表現の自由の調整原理（一）
（畑）二二Ｆ］シ三℃・少Ｆの『○軍》勺雪Ｆｏの○勺西ご○司伊シヱのごシのロー』（勺円の□ご○の‐四四］］》三○・》得①の』）・
（Ⅲ）の①の『＆幻皀の亘の戸この写⑪＆・ミミミ品ミミ・弓Ｃ○二畳貢げ●・苫②ミ量・言巳ご』已凄目Ｆ］」．、の（四三口）．②⑯の
巳②Ｐ幻呂の貝の戸ヨーの画一且」ミの三三のミけい）崖ご○の①》田の『シ三・Ｆ・幻向く．「雪］ゴの‐「の』（⑭ｇ］）・
（伽）ｍの⑮の．”・》国禺ｂの［伜幻四三》Ｐ「』□・の．》ｇｍｍｏｍの○一向｝□【の９ｍ②『ご・の．》口（⑭］①‐ロロ］・
（皿）中山・前掲書（註組）四八頁。
（皿）旧ｇｏ茸》②黛已「ロロ○（のの←》四（「「、．
興
味
深
い
見
解
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
事
実
や
デ
ー
タ
等
を
選
択
・
配
列
す
る
一
種
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
保
護
客
体
に
含
め
る
も
の
で
あ
り
、
著
作
権
の
保
護
客
体
に
関
す
る
既
存
の
見
解
（
ア
イ
デ
ィ
ア
は
著
作
権
の
客
体
で
は
な
い
）
に
、
理
論
の
さ
ら
な
る
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
を
求
め
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
（
Ⅲ
）
先
述
し
た
著
作
権
法
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
註
皿
）
の
な
か
で
、
小
泉
直
樹
は
、
「
著
作
権
は
相
対
的
独
占
権
で
す
か
ら
、
本
来
、
既
存
の
も
の
と
同
じ
表
現
で
あ
っ
て
も
、
独
自
創
作
さ
れ
る
限
り
保
護
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
」
と
し
た
あ
と
、
中
山
信
弘
の
新
創
作
性
概
念
（
「
表
現
の
選
択
の
幅
」
論
）
に
つ
い
て
の
批
判
と
も
受
け
取
れ
る
報
告
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
中
山
理
論
に
よ
る
と
言
論
市
場
で
の
表
現
の
豊
富
化
、
多
様
化
が
著
作
権
保
護
の
目
的
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
独
自
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
既
存
の
表
現
と
同
じ
も
の
に
つ
い
て
は
、
創
作
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
著
作
権
法
の
前
提
と
合
致
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
小
泉
直
樹
「
機
能
的
著
作
物
の
創
作
性
」
著
作
権
研
究
二
八
号
（
二
○
○
一
年
）
一
二
、
’
八
頁
参
照
。
（
皿
）
旧
の
の
一
一
の
シ
・
尻
目
亘
忽
①
曼
畠
ご
青
雲
・
吻
弓
言
ロ
ロ
ミ
ロ
包
忌
量
・
言
冒
Ｄ
Ｃ
ご
畳
貢
合
口
・
三
豊
伊
・
”
固
く
」
圏
］
』
巴
、
（］の①②）。
4９（熊本法学116号'09）
